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消防団第 2 6分団拠点施設整備事業
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９．建築材料等
　　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの
とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員
の承諾を受ける。また、極力市内産品を選定すること。
特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら

と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
を受ける。

材料の品質等
建 築 工 事 特 記 仕 様 書

仕様書」という。）による。　なお、施工条件明示書は、特記仕様書に含める。
２．特記仕様
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適

用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
３）特記事項に記載の（　）、＜　＞及び［　］内の表示番号は、それぞれ「標準仕様書」、

「改修標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

15．完成図等
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４．概成工期

５．工事実績情報

・　適用しない

工事工期より　　　　　　　　　　　日前

(1.1.4)

登録
(CORINS)の

処理等
発生材の処理
・引渡しを要するもの（
・特別管理産業廃棄物（

受入れ施設名・所在地(km)
・再生資源化を図るもの
種　　類

）
）

受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

(1.3.8)

・  建設汚泥
・　建設発生木材

・　アスファルト
コンクリート塊

・　セメント
コンクリート塊

６．発生材の

・現場において再利用を図るもの（
・その他の廃棄物（安定型)(
受入れ施設名・所在地(km)

・その他の廃棄物（管理型)(
受入れ施設名・所在地(km)

）
）

）

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

(1.2.1)

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

・　適用する ※　適用しない
(1.3.3)

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること。

受注時、変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、

の受領書を、監督職員に提出すること。

７．電気保安
技術者

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

１．一般事項

工事の円滑な進捗をはかること。

指示に従うこと。
・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、監督職員に報告の上，

状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督
・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

職員に提出すること。
調査範囲　　※　図示

２．適用基準等

・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び

・　施工体系図を現場に掲示すること。

契約締結後及び工事完成後の10日以内に登録手続きを行い、工事カルテ

に，別に指示する「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

８．事故報告

(1.4.2)

(1.4.1)
　　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，「県有施設のシッ
環境への配慮

　クハウスマニュアル」に留意し，揮発性有機化合物の放散による健康への
　影響に配慮する。

ホルムアルデヒド仕様
使用する材料のホルムアルデヒド放散量は、次のとおりとする。
ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合の該当する建築材料

１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品
２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
ｂ．接着剤等不使用

ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させ
ない材料使用

ない塗料使用
ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させ

・　長尺金属板葺

　　試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法
　と測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製
　造所の定める仕様により行う。

　　定める総揮発性有機化合物測定仕様書による。
　　　測定方法，測定物質及び測定か所等については，この仕様書の末尾に

※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への掲示については，

・　総揮発性有機化合物の測定

・　押出成形セメント板外壁パネル
・　ＡＬＣ外壁パネル

適　　用　　工　　事

多雪地域の指定　・有　　・無

風速(ＶO) 　　　※３４　
地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ・　アルミニウム笠木

・　折板葺
・　粘土瓦葺
・　ガラスブロック

12．建築基準法に

の指定
よる風圧力等

    工法  法は、当該製品の指定工法とする。
 「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」に記載されていない特別な材料の工11．特別な材料の

 　施設管理者に依頼する。

　測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

　　ｃ試料採取方法，測定方法，使用した測定機器
　　　完成時から測定日までの日数）
　　　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　　ｂ試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　　ａ測定結果
　　次の事項を記載した報告書を２部提出する。
　測定結果等報告書の提出

　採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

　測定する室等：（  会議・休憩室                       ）

※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/m3 ・ 0.88ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）
※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）　測定対象物質

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定

度の測定
の化学物質濃

(1.5.9)

仮設工事 ・とび（とび作業）

 ・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は単一級技能士を配

・型枠施工（型枠工事作業）
・鉄筋施工（鉄筋組立作業）

・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て
 技能検定職種（技能検定作業）

コンクリート工事
鉄筋工事

以下の該当工事
　工　事　種　目

 ※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能
    置する。

 ※　図　示

14．技　能　士 (1.5.2)

13．設計G.L. ・　設計ＧＬ＝現状平均地盤高

・　重量シャッター・　軽量シャッター
・　オーバーヘッドドア

   士を配置する。
 ・　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。

・コンクリート圧送施工（コンクリート圧送工事作業）

・建築大工（大工工事作業）木工事
・タイル張り（タイル張り作業）タイル工事

石工事 ・石材施工（石張り作業）

防水工事

            ・合成ゴム系シート防水工事作業

・防水施工（・アスファルト防水工事作業
            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

            ・塩化ビニル系シート防水工事作業

            ・シーリング防水工事作業
            ・セメント系防水工事作業

            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
            ・ＦＲＰ防水工事作業           ）

・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）
・ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）

鉄骨工事 ・とび（とび作業）
・鉄工（構造物鉄工作業）

16．設備工事との  設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承

１　工事番号・名称　消防団第26分団拠点施設整備工事
２　工　事　場　所　滋賀県長浜市木之本町木之本地先
３　用途地域等

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　指定なし　　　　　　　）
防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）
その他の地域・地区（　田園居住地区　　）

４　主　要　用　途　消防屯所
５　敷　地　面　積　1,056.70ｍ2
６　工 事 の 概 要

７　別 途 工 事

８　そ　の　他　

９　特記仕様書の範囲
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。
・　構造特記仕様書　　　　・　外構工事特記仕様書　　　　・　植栽工事特記仕様書
・　解体工事特記仕様書　　・　電気設備工事特記仕様書　　・　機械設備工事特記仕様書

Ⅰ　工  事  概  要

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

１．共通仕様
図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

10．室内の空気中

・　工事写真撮影ガイドブック＜建築工事編及び解体工事編＞
　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

「公共建築工事標準仕様書(最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）による。ただし，

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）

・　建築構造設計基準（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修最新版）

※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   200μg/m3 ・ 0.20ppm）

(1.3.9)

建　築　基　準　法　の　指　定
(8.4.3)(8.5.3)(13.2.3)(13.3.3)(13.4.3)(14.7.3)(16.11.2～13.2)(16.14.5)

                ・ボード仕上工事作業          ）

植栽工事 ・造園（造園工事作業）

排水工事
・表装（壁装作業）
・配管（建築配管作業）
・路面表示施工（・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業     ）

舗装工事

屋根及びとい工事
・建築板金（内外装板金作業）
・かわらぶき（かわらぶき作業）

・内装仕上施工（鋼製下地工事作業）金属工事
・建築板金（内外装板金作業）

左官工事
建具工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

塗装工事
内装工事

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

・カーテンウォール施工（金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業）

・ガラス施工（ガラス工事作業）
・自動ドア施工（自動ドア施工作業）

・塗装（建築塗装作業）
・内装仕上施工（・プラスチック系床仕上工事作業

・左官（左官作業）

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）
・ガラス施工（ガラス工事作業）

                ・カーペット系床仕上作業

・バルコニー施工（金属バルコニー工事作業）

・木質系床仕上げ工事作業

標準仕様書に記載されていない事項は，「公共建築改修工事標準仕様書（最新版）（以下
「改修標準仕様書」という。）「公共建築木造工事標準仕様書（最新版）」（以下「木造

標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書 最新版）」(以下「解体共通

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

コンクリートブロック・ALCパネル

・押出成形セメント板工事

本工事は消防団屯所の新築工事及び別敷地の既設建物の解体工事を行う。

 ※施工計画書　　　　提出部数　※1部　　・　　部
 ※作成する　　提出部数　　※各2部（A1・A3版及び電子媒体(CD-R））
 ・既存図面修正
 ・完成図

 ※施工図　　　　　　提出部数　※1部　　・　　部
 ・保全に関する資料　提出部数　※1部　　・　　部

 諾を受ける。

18．産業廃棄物の  請負人は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監
 督職員に施工計画書を提出して承諾を受けること。

 台紙に、サ－ビス版は工事写真帳に貼り付けて提出すること。
 完成写真の撮影場所は監督員の指示による。 工事写真キャビネ版はアルバム
 官庁営繕部監修)による。

 タル写真とする場合、使用するデジタルカメラの総画素数は200万画素以上、

竣工写真については、銀版写真の場合はネガ、デジタル写真の場合はファイル形式をＪＰＥＧと

 工事写真の撮影要領は、｢工事写真の撮り方・建築編｣(国土交通省大臣官房

区　分

着 工 前

工 事 中

完 成 時

定期提出

竣工写真

撮 影 箇 所

※　3　・　6　・　9

・　　 ・　9　・ 12

・　　 ・　9　・ 30

分  類 ・ 規   格

・　　 ・　5　・　7

必要に応じ撮影する

状況によりつなぎ写真

完了届提出用

工事月報用

3

１

３

１

２

２

部　数 備　　　　考

し、ＦＤ、ＭＯ、またはＣＤ-ＲＯＭにて提出すること。

主として外観

主として内観

※ サービス版 ・ キャビネ版

サービス版

サービス版

サービス版

サービス版

サービス版 ・　　 ・ 10  ・ 20

17．完成写真  工事監理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジ

　　取り合い

　　の処理
　１）本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物につい
　　　ては、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイク
　　　ル法）を厳守し、分別解体及び再資源化等実施すること。
　２）「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副
　　　産物適正処理推進要綱を厳守し、建設副産物の発生抑制および再利用の
　　　促進に努めること。また再生資源利用〔促進〕計画書および同実施書を
　　　同実施書を作成し速やかに報告のこと。

　　　条の３によるマニフェストシステムにより的確に実施すること。
　３）請負人は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を厳守し、同法第１２

19．設計図の製本  工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出すること。　
 サイズA1　1部数　A3　2部数

20．現場代理人等  イ　「長浜市現場代理人の常駐に関する運用基準」に従い、現場代理人を決
　　　定し届けること。
 ロ　現場代理人は、請負人との直接的な雇用関係を証するもの（健康保険証
　　 の写し等）を　「現場代理人等届」に添付すること。　また、「現場代
 　　理人変更届」も同様とする。
 ハ　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。
 二　現場代理人と主任技術者または監理技術者を兼ねることができる。

21．保険等  請負人は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付す
 るものとする。

　 と。また、必要に応じて交通整理員を配置するとともに、近隣家屋に騒音
22．安全対策  ※　工事車両の出入りについては、速度制限を厳守し、危険防止に努めるこ

　 振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に万全の対策を講ずること。
 また、施設運営についても担当者と協議を行い、支障のなきよう努めること。
 ・　別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、請負人に
　　 て構造、施工方法について十分検討のうえ、関係法令に従い安全堅固に
　　 設置すること。

すること。また、市担当者から施工体制の点検を求められたら対応し、指摘が
23．施工体制点検 　受注者は、公共工事入札契約適正化法に基づき施工体制台帳の写しを提出す

24．下請け業者の  各種下請業者、製造所等市内で供給出来るものについては、極力市内業者を
 選定すること。　　選定

　　作成  提出すること。（部数、詳細については、監督員の指示による。）
25．取扱説明書の  竣工引渡し時に取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして

26．環境配慮  使用電力、燃料等の使用を抑制及び低騒音の使用機器・重機の選択をし施工
 すること。又、アイドリングストップに努め効率的な施工計画を立て省エネ
 施工に努めること。

 料共）は一切請負者負担とする。
 及び追加工事においては、請負金額の増減対象としない。又、その費用（手

27．軽微な変更  設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更及

28．申請等  本工事における、官公庁の各検査及び完了にかかる消防法、道路法24条の申請
 等、全ての法的検査は請負者にて行うものとする。又、その費用（手数料共）
 は一切請負者負担とする。

 　で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。
   けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに,不当介入があった時点で

29．不当介入に関  1.請負者は、暴力団員等による不当介入（不当な要求又は業務の妨害）を受
　　する通報制度

 　行うものとする。

 2.請負者は前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した
　 通報書により、監督職員に報告するものとする。また、請負者は、以下の
　 ことについて、下請人（再委託の協力者を含む）に対して、十分に指導を

　 等に被害が生じた場合は、監督員と協議するものとする。
 3.請負人は、暴力団員等による不法介入を受けたことが明らかになり、工程

 　る。

31．その他   　工事着工前に現状調査を行い、万が一工事に起因する損傷等が発生した
　　場合は、請負者の責において復旧すること。

　　盛土の種別
１．埋戻し及び

(2.2.4)(2.2.4)

３　
　
　

土　
　
　

工　
　
　

事

 ・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）
　　　 備品（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）

 ※　設置する（設置枚数　１枚）  ・　設置しない

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 ※　指定しない　　・　指定する（図示）

３.交通誘導員  ・　配置する（工事車両の出入りがあるとき）　　※　配置しない

１.仮囲い
　　 仮囲いの位置及び延長は図示による。
 ※　設ける（ゲートのみ）

 　　・シートゲート（H=　　，W=　　）×　　　箇所

 ・　設けない

２.危害防止  ※　シート張り　　・　金網養生

４.揚重機械器具  ・　トラッククレーン（　ｔ吊り）×　　　日
 ・　　　　　　　　　（　ｔ吊り）×　　　日

５.監督職員事務所

６.工事表示板

７.工事用水

８.工事用電力

９.工事用通路

２　
　

　

仮　
　

　
　

設　
　
　
　

工　
　
　
　

事

10．足場等  

３．山　留　め

 ・　構外に搬出し適切に処理する。（事前に処理先を報告すること）２．建設発生土の
　　処理  ・　構外指示の場所に搬出する。

 ・　構内指示の場所に敷きならす。
 ・　構内指示の場所にたい積する。
 ・　設置する　　　・設置しない
 ・　存置する　　　・存置しない

　　　　 受入れ施設名・所在地（km）

 種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　　　　　　 　　　　　　発生場所

(3.2.3)(表3.2.1)
 　　　　　Ｃ種の場合    建設発生土受入数量　　　　　　㎡

(3.2.5)

(3.3.1)
(3.3.3)

４　
　
　

地　
　
　

業　
　
　

工　
　
　

事

(4.3.3)(4.4.3) 杭の種類
 ・　プレストレストコンクリート杭（JIS表示承認製品）
       ・Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種
 ・　鋼杭（JIS表示承認製品）

１．既製コンク
　　リート杭・　
　　鋼杭地業

(4.3.3)

試験杭
記号 杭径（mm） 長さ(m)及び種別 設計支持力 セット数 備　　考

本　杭

 継　手 ※　アーク溶接継手又は建築基準法の
規定に基づき認定された無溶接継手

(4.3.6)(4.4.5)
　　　　・　

(4.3.3)(4.4.3)
 先端部形状　・閉塞平坦型　・開放型

(4.3.5)(4.4.4)
(4.3.4)

 杭の施工法
 ・　セメントミルク工法 

　　（旧建築基準法第３８条の規定に基づき認定された工法）
 ・　特定埋込杭工法

 杭打機の種類
 　ハンマーの種別 ※　油圧パイルハンマー ・　ドロップハンマー
 　パイルドライバー ※  三点支持式クローラークレーン

 騒音・振動の測定 ・　行う ※　行わない 

(4.5.4)(表4.5.1)
 掘削工法　　　　　　・　アースドリル工法　※　安定液使用
 コンクリートの種別　・　Ａ種　　　　　　　・　Ｂ種

                     ・　リバース工法
                     ・　オールケーシング工法　
                         孔内の水張り　　　※　行う　　・　行わない

(4.5.5)

） 工　法（・柱状改良

クリート杭
地業

２．場所打ちコン

３．地盤改良

    ・鋼管ぐい　　　　　・H形鋼ぐい

解体工事においては、新築工事完成及び引渡し後に取り掛かること。

３．施工体制 　　受注者は、公共工事入札契約適正化法に基づき施工体制台帳の写しを
　　を提出すること。また、市担当者から施工体制の点検を求められたら対
　　応し、指摘がある場合は是正すること。

ある場合は是正すること。

　　　　掲示板サイズ　：　A3サイズ（42.0ｃｍ×29.7ｃｍ）以上
3.　調査結果は公衆の見やすい場所に作業開始前に掲示すること。

　　　　　　　　　　　を行うこと。
　　　採取検体

　関する法令等に基づき実施すること。また、調査結果を石綿事前調査結果
※大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に

　　　　　　　　　　・JIS に規定されている定性分析を行った上定量分析
　　　　　　　　　　・JIS に規定されている定性分析方法にて行うこと。　　　分析方法
　　　貸与書類　　　・建設当初図面　　　・石綿調査報告書
　　　調査範囲　　　・当該施工範囲　　　・図示
　分析方法は特記による。

事前調査制度
石綿含有建材の30

4.　調査の結果、設計図書と異なる場合は、監督職員と協議する。

　　果をとりまとめ監督職員に提出する。
2.　調査は、目視、設計図書、石綿有無の調査報告等により確認し、調査結

　なお、分析による石綿含有の調査を行う場合は、「建材中の石綿含有率の
1. 調査範囲、既存の石綿含有建材の調査報告書の貸与等は、下記による。

　　　　　　　　　　・　１ヶ所　　　　・　10ヶ所　　　　・　　ヶ所

　報告システム等を使用し報告を行うこと。

　方法について」（平成１８年　８月２１日　基発第0821002号、最終改正　
　平成28年４月13日　基発第3号）に基づく方法により、

図面番号

年月日

縮　
　

尺

図　　名設計図

伊藤建築設計事務所
滋賀県長浜市湖北町速水２７１１

電話（０７４９）７８－０１０１番

一級建築士登録360938号

伊　　藤　　嘉　　文

消防団第 2 6分団拠点施設整備工事
建 築 工 事 特 記 仕 様 書 （ 1 ） 2 0 2 3 / 0 1

A-1
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(6.8.1)

(6.8.2)６．型枠

備　　　考適用箇所

・　適用する※　適用しないＭＣＲ工法用シート

※ １２　　・　
板　　厚(mm)

デッキプレート
・　床型枠用鋼製

せき板の種類
※　合　　板

８．寒中コンク

種　　別 所要気乾単位容積質量（ｔ／ｍ3）適　用　箇　所

７．軽量コンク (6.10.1)(表6.10.1)

　　リート

　　リート

 初期養生期間　コンクリート圧縮強度が５Ｎ/mm２に達するまで行うこと。
(6.11.4)

　　リート
９．無筋コンク (6.14.1)

適　　　用　　　範　　　囲コンクリートの種類
※普通コンクリート ※　(6.14.1)(4)(ア～カ)による

10．流動化コンク
リート 種　　　別

(6.15.2)(表6.15.1)コンクリートのスランプ

ベースコンクリート(cm) 流動化コンクリート(cm)
普通コンクリート ・１０ ・１２ ・１５ ・１８　・２１

 ・　ひび割れ誘発目地の位置，形状，寸法　　※　図示

・　断熱材兼用型枠

１.アスファルト

種　　　別 施　工　箇　所 種　　　別

屋内(便所・浴室)

・ Ａ－
・ Ｂ－
・ Ｄ－

・ ＡI－
・ ＢI－
・ ＤI－

・ Ｅ－１

　 防水

　・　断熱材　※ Ａ種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材３種ｂＡ(スキン層付き)　

　・　溶接金網　（規格　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・　伸縮調整目地　（※成形伸縮目地　　･　　　　　　　） 　(表9.2.1)

施　工　箇　所

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～9)

　 ルトシート防水 種　　　別 シートの厚さ施　工　箇　所

(表9.3.1～3)による

アスファルトの種類　JIS K2207のJIS表示認証製品　　　※　３種
　・　押さえ金物　(※アルミ製Ｌ－30×15×2.0　　・　　　　　　）

改質アスファルトシートの種類　JIS A6013のJIS表示認証製品

　・　断熱材　※　Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板２種１号又は２号(透湿係数を

　・　脱気装置　（種類・数量：改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の指定とする）　

種　　別
※1.2

※1.5
※1.5
※1.2

※2.0
※カラー　・シルバー
保護塗料（露出）厚さ　(㎜) 施　工　箇　所

※カラー　・シルバー
・Ｓ－Ｆ２
・Ｓ－Ｍ１
・Ｓ－Ｍ２
・Ｓ－Ｍ３

　・　絶縁シート　（※発泡ポリエチレンシート　　　　　）
　・　その他の材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２.改質アスファ

３．合成高分子系
　　ルーフィング
　　シート防水

(9.4.2)(9.4.3)(表9.4.1)

(9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1～3)

・Ｓ－Ｆ１

・ AS－T

・ ASI－T１
・ AS－J１

・ ASI－J１

ルーフィングシートの種類　JIS A6008のJIS表示認証製品
　・　脱気装置　　（種類・数量：ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ製造所の指定とする）

４. 塗膜防水

・Ｘ－１
・Ｘ－２
・Ｙ－１
・Ｙ－２

種　別
バルコニー
ひさし
地下外壁
室内（便所・浴室）

施　工　箇　所
※カラー　・シルバー
※カラー　・シルバー

保護塗料（露出）
・ウレタン
　ゴム系

　ファルト系

　・　脱気装置（材質：ステンレス製又はアルミ製　　　・　　　　　　　）
　（設置数量：　　　　箇所）

５. ケイ酸質系
　　塗布防水 　種　　　別 施　工　箇　所

(表9.6.1)による

(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

(9.6.2)(9.6.3)(表9.6.2)

　※Ｃ－ＵＩ
　・Ｃ－ＵＰ

・ゴムアス

６．シーリング

フィングシート防水の保証期間は、引渡し日より１０年間とし、メーカー
・施工業者との連名の上、保証書を提出する。

通常定めている期間とし、保証書を作成し提出する。

※　被着体との組み合わせは（表9.7.1）による。　　　　　　　　(9.7.2)

　アスファルト防水、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー

　塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については、メーカー・施工業者が

７．防水保証

石材の種類 品　質 施工箇所 工法 産地・名称 仕上の種類

(10.2.1)(表10.1.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

床のワックスかけ ・　行う２．清掃

１．石　　材

(10.1.5)

無釉施釉 標準注文なしあり
役物 色うわ薬

(mm)
形状寸法施工箇所

JIS A 5209のJIS表示認証製品　　　　　 　　　  (11.2.2)(11.3.2)
　　タイルの品質
１．セラミック

タイルの見本焼き
タイルの試験張り

※　行わない
※　行わない

・　行う
・　行う

・　行わない

　　　　　　　　　除くJIS A9521規格に適合するもの）　

　
　

押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板
工
事

８　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
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水　
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事

石　

工　

事

10

11

タ　

イ　

ル　

工　

事

・　行う（下記のいずれかとする） ・　行わない
あと張り工法の下地コンクリート素地面の処理　　　　　　(11.2.7)(11.3.7)２．タイル下地

　　コンクリート

ＭＣＲ工法はせき板面にＭＣＲ工法用シート張りとし（6.8.2(5)）による。
目荒し工法の高圧水洗は（15.3.4(3)）による。
ポリマーセメントモルタルの調合は（15.3.3(4)）による。

ＭＣＲ工法
ＭＣＲ工法

目荒し工法（高圧水洗）

ポリマーセメントモルタル

下地モルタル素地表面処理の工法 適　用　箇　所

目荒し工法（高圧水洗）
ポリマーセメントモルタル

（15.3.5(4)）による

（15.3.5(4)）による

11

タ　

イ　

ル　

工　

事

(11.1.3)

）

）
）

（11.2.7）(表11.2.3)３．セメントモル
    タルによる

内装タイルの工法

外装タイルの工法
　※　改良積上げ張り

　※　密着張り
　・　改良圧着張り 施工箇所（

施工箇所（

施工箇所（

ユニットタイルの工法
　※　マスク張り

施工箇所（ ）

４．接着剤による

　・　接着剤張り

（11.3.7）(表11.3.2)

接着剤はJIS A 5548のJIS表示認証製品 (11.3.3)

５．伸縮調整目地
　　及びひび割れ
　　誘発目地

(11.1.3)

６．接着力試験

※　(表11.1.1)による　　　・図示
※　(表9.7.3)による　　　・図示　目地寸法

　位置

　※　(表11.1.2)による (11.1.5)

内装タイルの工法

    タイル張り

　　タイル張り

12
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工　
　
　
　

事

下地材 ※　Ａ種　　・　Ｂ種
造作材 ※　Ａ種　　・　Ｂ種

(12.2.1)(表12.2.1)

表面仕上げの種別
・Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種

機械加工

適用箇所

・Ｈ－Ｃ種

・Ｈ－Ａ種
・Ｈ－Ｂ種

(12.1.4)(表12.1.1)

※　Ａ種　　・　Ｂ種 (12.2.1)(表12.2.2)

含水率

造作材の材面の品質

手加工

１．木　材　の
　　表面仕上げ

２．造作用集成材 (12.2.1)

単材の樹種
単材の厚さ(mm)

等　　　級
見 付 け 材 面

・　２等※　１等

１０～１５

ＪＡＳによる集成材
※　ＪＡＳ集成材１等同等

１０～１５

造作用集成材　12.2.1.(3)による

３．造作用単板
　　積層材

そ　の　他

(12.2.1)

ＪＡＳによる集成材

造作用単板積層材　12.2.1.(4)による

表面の化粧加工

単材の厚さ(mm)

・有（・天然木化粧加工

単材の樹種

・有（・天然木化粧加工
　　　・塗装加工）

そ　の　他

　　（ＣＬＴ）
(12.2.1)４．直行集成板 造作用集成材　12.2.1.(5)による

施　工　箇　所 種　　別 樹　　種

　　　・塗装加工）
・無（　　　　　　　　） ・無（　　　　　　　　　）

(12.3.1)

(12.3.2)

　　・防虫処理
薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

　薬剤の加圧注入処理を行ったのち、現場における加工、切断、孔あけ等を
　適用部位（周辺地面高さ+1ｍ）保存処理性能区分　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

　を行った箇所は、現場にて薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理を行う。
防虫処理
　ラワン材　保存処理性能区分　※Ｋ１

５．防腐・防蟻
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１.長尺金属板葺 (13.2.2)(表13.2.1)

AL55％

AL55％

備　考屋根葺形式
※瓦棒葺
（心木なし）

※0.4

※0.4

※0.4

厚さ(mm)

・ガルバリウム鋼板

・カラー亜鉛鉄板
(※片面塗装　　・両面塗装)

(※無塗装　　　　　　　　)

(※カラー　　　　　　　　)

規格材　　　　種

※カラーガルバリウム鋼板

JIS G
3312

JIS G
3321

JIS G
3322

※監督員の承諾する業者とする。

２．折板葺 JIS A 6514のJIS表示認証製品

・無

・有

・無
耐火)
(30分

・有

山高及び

・ 0920

・ 1730

・ 1525

厚さ

※0.8

規格材　　　　種

3312
JIS G

JIS G

・カラー亜鉛鉄板

3322
・カラーガルバリウム鋼板
　（屋根用規格品）

　（屋根用規格品）
JIS K
6744

・ポリ塩化ビニル被覆
（SGのA種規格品）

ピッチの区分
断熱材

耐火
性能

4mm)
(　　　

　・形　　式　（・　重ね形　　　・　はぜ締め形）
　・軒先面戸　（・　換気面戸　　　　　　　　　　　　　）

(13.3.2)(表13.2.1)

３．粘土瓦葺 (13.4.2)JIS A 5208の表示認証製品
役物瓦の種類産　地大きさ種　　　類 凍害試験

・ 行う

４．と　　い

防　　　　露材　　　　種
・配管用鋼管（ＳＧＰ）
・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

といの材質

鋼管製といの防露巻き工法

(13.5.2)(13.5.3)(表13.5.1)(表13.5.2)(表13.5.4)

※　（表13.5.3）により行う　　・　行わない

　※　第一桝まで接続 ・　樋受石（材質・規格　　　　　　　　　　　）

５．ルーフドレン ※　鋳鉄製 (※　縦型　　　・　横型   ) (表13.5.1)

　（※　(表13.5.4)による）

工
事

14
金
属

１．あと施工
    アンカー

引抜き耐力の確認試験 ・　行う (14.1.3)・　行わない
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（室名：　　　　　　　　　　　　　　）

２．ステンレス
表面処理

※　ＨＬ　　　・　 (14.2.1)

３．アルミニウム

　　表面処理
　　ニウム合金の
　　及びアルミ ・　　　－　　　種

・　　　－　　　種

種　　　　類 色　合施　　工　　箇　　所

(14.2.2)(表14.2.1)

４．鉄鋼の亜鉛
　　めっき

種　　　　類
・　　　　種
・　　　　種

施　　工　　箇　　所

(14.2.3)(表14.2.2)

溶融亜鉛めっきの付着量試験
電気亜鉛めっきの被膜厚さ及び塩水噴霧試験 ※　行わない

※　行わない ・　行う
・　行う

５．軽量鉄骨
　　天井下地

(14.4.2)(表14.4.1)野縁などの種類
　屋内
　屋外 ・　１９型

※　１９型 ・　２５型
※　２５型

耐震性を考慮した補強
※　行わない ・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

(14.4.3)(14.4.4)

※　行わない
耐風圧性を考慮した補強（ピロティ、屋外軒天井等）

・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

床版の断熱材打込部分は断熱用インサートを使用する。

６．軽量鉄骨
　　壁下地

(14.5.3)(表14.5.1)

７．金属成形板
　　張り

(14.6.2)(14.6.3)種　別
表面処理

(角波カラーガルバリウム鋼板ァ0.4　　　)
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

※　割付図を作成し監督職員の承諾を受ける。
伸縮調整継手 ・　設ける ・　設けない

スタッド、ランナーなどの種類

８．アルミニウム 表面処理 ※　ＢＢ-1種
　　製笠木 隅角部及び突当り部の役物の使用

(14.7.2)(表14.7.1)(表14.2.1)・　ＢＢ-2種

　※　使用する（笠木本体製作所の仕様による。）

９．手すり及び
　　タラップ

(14.8.2)(14.8.3)

手すり

タラップ
・　鋼　製

材 料 の 種 別

外部HL仕上程度，内部No.2B仕上程度

HL仕上程度
亜鉛めっきの場合表14.2.2のＣ種

表 面 処 理 の 種 別

亜鉛めっきの場合表14.2.2のＣ種・　鋼　製

10．鋼製束 ※　フクビ　鋼製束ＮＫＴ390Ｔ　同等品

出入口及びこれに準ずる開口部の補強
　　　※（表14.5.1）による　 　　　・　

　　　※（14.5.4(5)）による　　　　・　

※　ステンレスSUS304

※　ステンレスSUS304
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１．モルタル塗り (15.3.2)

 　　　　　　・ 設けない

(15.3.5)

・　石こう系
 塗厚 ※　10mm

・　セメント系２．セルフ
　　レベリング材

 種別

 床目地　　　・ 設ける（押し目地工法） ・設けない　　　　　　　

(15.6.2)(表15.6.1～2)

・薄付け
仕上げ塗材

規格名称
・外装薄塗材　Ｅ
・内装薄塗材　Ｅ

種類(呼び名)
・砂壁状
仕上の形状 工　　法

・ローラー

上塗り材

・厚付け
仕上げ塗材

※複層仕上
塗材

・外装厚塗材　Ｃ
・内装厚塗材　Ｃ
・外装厚塗材　Ｅ

・複層塗材　ＣＥ
・凸部処理
・凸凹模様

※吹付け

溶剤

外観

・溶剤系※水系
・弱溶剤系

※つやあり
・メタリック

樹脂
※アクリル系
・シリカ系
・ポリウレタン系
・アクリル
シリコン系

・フッ素系

※複層塗材　Ｅ

じゅらく
・ゆず肌

・砂壁状
・吹付け

・吹付け※ゆず肌
※ローラー

 モルタル　　・現場調合材料　　　・既調合材料

 既製目地材　・ 設ける（施工箇所：　　　　形状：図示による） 　

・可とう形外装
薄塗材　Ｅ

・こて塗り

(15.5.2～3)(表15.5.1)

　　塗材仕上げ
３．塗り仕上げ

・複層塗材　Ｓｉ
・複層塗材　ＲＥ

・防水形
複層塗材　Ｅ
防水形

防水形
複層塗材　ＲＥ

複層塗材　ＣＥ

・軽量骨材
仕上塗材

・吹付用軽量塗材
・こて塗用
軽量塗材

・吹付け

・こて塗り・平たん状

・砂壁状

４．ロックウール
　　吹付け
　（耐火被覆は，
　　７章による）

(15.12.3)

 複装仕上塗材の耐候性　　　・　１種　　・　２種　　※　３種

 吹付け厚さ（mm）　　　※　図示による　　　・　

建　

具　

工　

事

１．一般事項  防火戸の指定 (16.1.3)
 　・　適用する（適用範囲は図示及び建具表による）

 　　　又は認定を受けたもの(監督員の承認を受ける。)
 　※　適用しない

 　※　　建築基準法に基づく防火戸の指定

　・　押さえ金物　　※アルミ製Ｌ－30×15×2.0　　・　

16７　

鉄　

骨　

工　

事

１．鉄筋の種別

鉄筋コンクリート用棒鋼
規　格　名　称 径　　(㎜)

※　Ｄ１９以上
※　Ｄ１６以下

※　ＳＤ３４５
※　ＳＤ２９５
種　類　の　記　号

(5.2.1)(表5.2.1)５　
　
　

鉄　
　
　

筋　
　
　

工　
　
　

事

　※　JIS G 3551のJIS表示認証製品

　使用箇所（
　線径(㎜)　6.0　×　網目(㎜)　100

）

(5.3.4)

※　ガス圧接

施　工　箇　所

はり　柱の主筋

径(㎜)

Ｄ１９以上
Ｄ１６以下※　重ね継手

接　合　方　法

表5.3.6の値に加える寸法(㎜)施　工　箇　所　等 (5.3.5)

   各部の配筋は，図示による。図示がなければ，標準仕様書 末尾 
 資料の｢各部配筋　参考図」による。

(5.3.7)

　※　Ｈ形      ・　Ｗ－Ｉ形      ・ＳＰ形　　　　　 (参考図 図2.2)

・　Ａ形      ※　Ｂ形 (参考図 表4.3～4.4)

補強
 補強形式　　　※Ｈ３形以上　・Ｍ型　・ＭＨ型 (参考図 表7.1～7.3)

(5.4.10)

２．溶接金網

３．鉄筋の継手

４．耐久上不利な
    箇所の鉄筋の
    かぶり厚さ

５．各部配筋

６．柱の帯筋

７．耐震壁を除く
　壁の開口部補強

８．はり貫通孔の

 試験方法　　※　超音波探傷試験　　　・　引張試験９．圧接完了後の
　　圧接部の試験

ストコンク
リート

(6.2.1)(表6.2.1)
   ・コンクリート用骨材の品質試験を実施する。(構造体コンクリートのみ）
      (アルカリシリカ反応試験(化学法)、密度試験、吸水率試験）

 種　別　　　※　Ⅰ類　　　　・　Ⅱ類

   ・コンクリート単位水量測定を実施する。

 普通コンクリート（JIS A 5308のJIS表示認証製品) (6.2.2)

適　　用　　箇　　所

・　１８
※　２１
・　２４
Ｆｃ　(Ｎ/mm２)

 基礎，基礎梁，土間スラブ　　※　１５cm　　・　１８cm
 柱，梁，スラブ，壁　　　　　※　１８cm

(6.2.4)(表6.2.2)

    の種類
(6.2.5)(表6.2.4)

施　　工　　箇　　所種　　　別

・　Ｃ　種
※  Ｂ　種
・　Ａ　種

１．レディーミク

２．設計基準強度

３．スランプ

４．打放し仕上げ

(6.3.1)

　適用箇所
※ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄA種、

・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種
・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

　 ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種
　建物躯体（下記以外）

　　種類

基礎、地中梁
基礎、地中梁

５. セメントの

   セメントの種類

(5.2.2)

６．木材の支給 木材は、長浜市から支給された材を使用する。支給品一覧　Ｓ5図参照
取引場所：長浜市余呉町東野地先
・木材の状況はＫＤモルダー
・木材の加工は請負業者

　・　改良ゴムアスルーフィング

（心木なし）
※瓦棒葺

（JIS G 3112）

・軒樋硬質塩ビ製　120角　タテ樋　カラーVPφ65

５．土間スラブ
   （土間コン）
    下断熱材

 ※　設ける
厚25mm＋砂30mm敷き込みとし、施工範囲は建築工事標準
詳細図（図7-01-1）による。

Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温版３種b　

 ・　設けない

６．砂利地業  ※　再生クラッシャラン　RC-40　　・　（　　　　　　　　　） (4.6.2～3)

４．床下防湿層  ※　設ける 地中梁がある場合は、250㎜折り下がりとする。 (4.6.5)
 ・　設けない

基礎　ホース乾燥柱
犬走り他

図面番号

年月日

縮　
　

尺

図　　名設計図

伊藤建築設計事務所
滋賀県長浜市湖北町速水２７１１

電話（０７４９）７８－０１０１番

一級建築士登録360938号

伊　　藤　　嘉　　文

消防団第 2 6分団拠点施設整備工事
建 築 工 事 特 記 仕 様 書 （ 2 ） 2 0 2 3 / 0 1

A-2
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(16.1.3) 防火戸との連動
 　・　適用する(適用箇所は建具表及び図示による)
 　　　・　自動閉鎖機構 ・　ヒューズ装置 ・　熱感知器 ・　煙感知器
 　※　適用しない

 見本の作成等 (16.1.4)
・　行う（建具表による）※　行わない

※　行わない ・　行う（建具表による）
 　製　作
 　仮　組

 防犯建物部品 (16.1.6)※　使用しない ・　使用する（建具表による）

２．アルミニウム
　　製建具

(16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)

・　Ａ　種
耐風圧性
Ｓ－４

気密性
Ａ－３

水密性
Ｗ－４

性能が確保できない場合は、
１００）

・　Ｃ　種 Ｓ－６ Ａ－４ Ｗ－５

Ｓ－５・　Ｂ　種

枠の見込み寸法(mm)

で複層ガラスを使用する時で
７０（引違い，片引き，上げ下げ窓

１００

種　　　別

 ※　適用箇所は図示による

 　適用する場合の面内変形 ・　Ｄ－１ ・　Ｄ－２
追随性の等級

※　適用しない

耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法(mm)種　　　別
・　Ｄ　種

・　Ｅ　種

Ｓ－２

Ｓ－３

 ※　適用箇所は図示による

内 部 建 具
外部に面する建具表面処理 ・　ＢＢ－２種

・　ＢＣ－２種
※　ＢＢ－１種
※　ＢＣ－１種

 ＢＢ－２種，ＢＣ－２種の場合 ・ブロンズカラー（※標準色　　・濃色)
・ステンカラー

・　適用する（適用範囲は図示による）
※　適用しない
・　Ｔ－１ ・　Ｔ－２ ・　Ｔ－３

 防音ドアセット，防音サッシ

 断熱ドアセット，断熱サッシ ・　適用する（適用範囲は図示による）
※　適用しない
・　Ｈ－２ ・　Ｈ－３

耐震ドアセット，耐震サッシ ・　適用する（適用範囲は図示による）

Ａ－３ Ｗ－３ ※建具表による

 外部に面する建具性能等級等(木下地)

(表14.2.1)

(表16.2.2)

 　適用する場合の断熱性能等級

 　適用する場合の遮音性能等級

 使用方法による区分 ※外面納まりの可動式
・内部納まりの開き式

(16.2.3)

 ・防虫網（線径0.25mm　網目16-18メッシュ）
 　・ガラス繊維入り合成樹脂 ※合成樹脂・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS 316)

３．網戸

 外部に面する建具性能等級等４．樹脂製建具
(16.3.2)(表16.3.1)(表16.3.2)

・　Ａ　種
枠の見込み寸法(mm)種　　　別 耐風圧性

Ｓ－４
気密性 水密性

Ｗ－４
・　Ｂ　種 Ｓ－５ Ａ－４ ※建具表による
・　Ｃ　種 Ｓ－６

Ｗ－５

 ※　適用箇所は図示による

枠の見込み寸法(mm)種　　　別 耐風圧性
Ｓ－４

気密性 水密性

Ｓ－５

 木下地

・　Ｄ　種
・　Ｅ　種

Ａ－４ ※建具表によるＷ－３

 ※　適用箇所は図示による

(表16.3.3) 防音ドアセット，防音サッシ
 　・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない

 断熱ドアセット，断熱サッシ (表16.3.4)
 　・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない

 表面色 (16.3.4)
 　・標準色（白）　　・特注色（・黒　・ブラウン　・シルバー）

 　適用する場合の遮音性能等級

 　適用する場合の断熱性能等級 ・　Ｈ－４　・　Ｈ－５　・Ｈ－６

　・　Ｔ－１　　・　Ｔ－２

 (コンクリート下地系及び鉄骨下地)

(16.4.2)(16.4.4)(表16.4.1)(表16.4.2)

(16.4.3～4)
 　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
 鋼　　板

※　Ｓ－４   ・　Ｓ－５　 ・　Ｓ－６ 外部に面する建具の耐風圧性

 ・　使用しない
※　Ｗ－１ 　　水密性

 　　気密性 ※　Ａ－３

５．鋼製建具
 ※　使用する（適用箇所は図示とする）
 簡易気密型ドアセット

 標準型鋼製建具 (16.4.6)・　使用しない※　使用する

(表16.4.2)に同じ上記以外
2.3中骨戸
2.3一般部分枠類出入口
(表16.4.2)に同じ枠，方立，無目枠類窓

厚さ　(mm)使用箇所区　　分

 建具寸法が(16.4.4(1))を超える又は図示された建具に使用する鋼板類の厚さ

・　タッチスイッチ

※　戸ぶすま　工法（・　在来型　・　チップ型）
※　新鳥の子程度又はビニル紙程度
かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度

 ふすまの種類
 ふすまの上張り
 かまち戸の樹種
 建具材の加工、組立時の含水率　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

(16.7.2～4)８. 木製建具

・　かど出し曲げ※　普通曲げ
※　ＨＬ

鋼板の曲げ加工
表面処理

※　Ｓ－４   ・　Ｓ－５　 ・　Ｓ－６外部に面する建具の耐風圧性

※　Ａ－３
※　Ｗ－１

・　使用しない
水密性
気密性

(16.6.2～5)
 ※　使用する（適用箇所は図示とする）
 簡易気密型ドアセット

    建具
７．ステンレス製

・　アルミ製※　鋼製 標準型鋼製軽量建具の小窓枠，がらり
(16.5.6)・　使用しない※　使用する 標準型鋼製軽量建具

 戸の鋼板

※　Ａ－３

・　カラー鋼板
・　ビニル被覆鋼板
※　表面処理亜鉛めっき鋼板

 ・　使用しない
     気密性
 ※　使用する(適用箇所は図示による)

(16.5.2～4)(表16.5.1) 簡易気密型ドアセット６．鋼製軽量建具

本締り付きモノロック

９．建具用金物 (16.8.2)(表16.8.1)

金　物　の　種　類 型　　　式
シリンダー箱錠

戸あたり あおり止め付き

製　造　所

 標準型鋼製建具及び標準型軽量鋼製建具(準標準型共)のドアクローザー、
 シリンダー箱錠は公共工事標準型とする。
 握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント取付位置は、建具表による。

ピボットヒンジ
ヒンジクローザー
フロアヒンジ
ドアクローザー
グレモン錠
シリンダー本締り錠
モノロック
レバーハンドル レバー長さ　L=130程度 錠前類と同一製造所

JIS表示認証製品
ピボット形

10．自動ドア
　　開閉装置

 マスターキーの製作
・　不要(既存マスターキーで施解錠可能とする。）
・　要 ・　不要 (16.8.4)

 引き戸用検出装置の種類 ・　光線（反射）センサー (16.9.3)(表16.9.4)

※補助センサ－を設置する(補助光電センサー)

 凍結防止装置 ・　要 ※　不要
※　設ける（半開幅＝　　　　　　　　　）
・　設けない

11．重量
　　シャッター

(16.11.2)(表16.11.1)

※　上部電動式
・　設けない
※　設ける

(手動併用)
・　上部手動式

(手動併用)
※　上部電動式※　設ける・　防火シャッター

・　防煙シャッター

障害物感知装置

※　設ける
・　設けない
障害物感知装置

(自動閉鎖型)

(自動閉鎖型)を
設ける。

種　　類
シャッター
ケース

耐風圧
開閉方式 保護装置

・　外壁用
・　屋内用

強度

建具表
及び

による
図示

・　管理用シャッター

 スラット及びシャッターケース用鋼板
 　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
 　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)

(16.11.3)

 全半開装置

12．軽量
　　シャッター

(16.12.2～4)(表16.12.1)

※　手動式

・　上部電動式
(手動併用)

耐風圧

※　設ける

シャッター
ケース

・　設けない

※　インター
ロッキング型

※　オーバー
ラッピング型

障害物感知装置

※　設ける
・　設けない

(自動閉鎖型)

保護装置
形状
スラットの

開閉形式
強度

建具表
及び

による

図示

 スラットの材質
 　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)
 　・塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)

(16.12.3)

・　ステンレス
メッキ鋼板

13．オーバー
　　ヘッドドア 収納形式開閉方式

鋼板

耐風圧性能
※　溶融亜鉛

・１２５
・１００
・　７５
・　５０

カル形
・　バーチ

リフト形
・　ハイ

ヘッド形
・　ロー

ダード形
※　スタン

・　電動式
・　チェーン式
※　バランス式

材　　　質

グラスタイプ

タイプ

タイプ

・ファイバー

・アルミニウム

※スチール

(JIS A4715
による強さ
の区分)

ガイドレール

(16.13.2)(16.13.3)

 ※仕上げ　カラー鋼板ァ0.5　文字明記

を提出する。

14．ガラス (16.14.2)(16.14.3)
 ※　外部の建具に使用するガラスは、建築基準法に基づく耐風圧性能を
 　　有すること。

 ※　ガラスの材料、厚さ、それぞれの種類等は建具表及び図示による。

 　　合わせガラスの特性
・　Ⅰ類 ・　Ⅱ－１類 ・　Ⅲ類・　Ⅱ－２類

強化ガラスの特性
・　Ⅰ類 ・　Ⅲ類

熱線吸収板ガラス
性能
色調 ・　ブルー ・　グレー ・　ブロンズ

複層ガラス
・　Ｔ１ ・　Ｔ３・　Ｔ２

・　Ｔ５・　Ｔ４

・　Ｇ　　・　Ｓ

封止の加速耐久性による区分 ※　Ⅲ類

熱線反射ガラス
日射遮へい性
耐久性
色調

・　１種
・　Ａ類

・　２種
・　Ｂ類

・　ブルー ・　グレー ・　ブロンズ

・　３種

・　シルバー
反射皮膜
映像調整

・　内側 ・　外側
・　行う ・　行わない

 ガラスの留め材
※　シーリング
・　ガスケット（可動アルミ製建具及び樹脂製建具に限る）

防火戸のガラスの留め材は建築基準法の認定を受けたシーリング材とする。

 　複層ガラスの保証期間は引き渡し日から１０年間とし、メーカー保証書

 ガラス溝の大きさ
・図示 ・建具の製造所の仕様による

・　１種 ・　２種

断熱性

日射取得性，日射遮蔽性

15．ガラスブロック
　　(中空)

長方形

正方形

表面形状 モジュール呼び寸法
による区分（長さ×高さ）

・　　８０
・　　９５
・　１２５・　２５０×１２５ ・　３２０×１６０

・　３２０×３２０・　２００×２００
・　１６０×１６０

厚さによる区分

・　１２５×１２５
(JIS A5212)

(16.14.5)

ガラスの種別

・　カラーガラス
・　熱線反射ガラス

・　無
・　有

柄
・　白
・　グレー

・　アルミニウム製
（表面処理　　　）

・　ステンレス製
（表面仕上　　　）

金　属　枠

（　　　分間）
・　有
・　規定しない

耐火性能目地色

・　乳白ガラス
・　一般ガラス

 品質等

・　メタルカーテンウォール
・　ＰＣカーテンウォール
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１．カーテンウォ
　　ールの種別

　　ウォールの
　　性能等

材　　種
耐風圧性
耐 震 性
水 密 性

耐 火 性
気 密 性

耐温度差性
遮 音 性
断 熱 性
材質等性能の確認方法　適切な資料により、監督員の承諾を受ける

シーリング材
構造ガスケット
ガ ラ ス

表面仕上げ

断熱材
摩擦低減材・取付金物　カーテンウォール製作所の仕様による

層間変異追従性

(17.1.2～3)(17.2.2～3)(17.3.2～3)２．カーテン

※Ａ種（不透明塗料塗）※Ｂ種（透明塗料塗）

18  屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づき指定又は (18.1.3)

２．素地ごしらえ

１．一般事項
 認定を受けたものとする。

(18.2.2～7) 各部の素地ごしらえ
木　部
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面
モルタル・プラスター面
コンクリート・ALC面
ボード面

・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種
・Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種
※Ａ種（継目処理工法）※Ｂ種（その他）

３．錆止め
　　塗料塗り

 塗料の種別 (18.3.2)
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

※Ａ種　※Ｂ種（標準仕様書8節の場合）

鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

 錆止め塗料塗り
※Ａ種（見え掛り）　※Ｂ種（見え隠れ）

(18.3.3)

４．合成調合樹脂
　　ペイント塗り
　　（ＳＯＰ）

 塗料の種別
 合成樹脂調合ペイント塗り

(18.4.2)
(18.4.3～5)

鉄鋼面
木部

・Ａ種　　　　　　　※Ｂ種
※Ａ種（屋外）　　　※Ｂ種（屋内）

５．クリアラッカー
　　塗り（ＣＬ）

 木部 ・Ａ種　　※Ｂ種 (18.5.2)

※１種　　・２種

※Ａ種（鋼製建具等）※Ｂ種(その他)　・Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種　

塗　
　
　

　

装　
　
　

　

工　
　

　
　

事
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６．アクリル樹脂  コンクリート・モルタル面 (18.6.2)

   （ＮＡＤ）

・Ａ種　　※Ｂ種
　　非水分散形塗
　　料塗り(屋内)

(18.7.2～4)(表18.7.1～3)７．耐候性塗料  上塗りの等級
　　塗り(屋外)
　　（ＤＰ）

鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面

 コンクリート面及び押出成形セメント板面の種別

※１級　　・２級　　・３級
※１級　　・２級　　・３級

※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

塗り
（ＥＰ－Ｇ）

 コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他

 鉄鋼面（屋内）
 　のボード面 ・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

(18.8.2～4)
エマルションペイント

エマルションペイント
塗り （ＥＰ）

９．合成樹脂  コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他
 　のボード面 ・Ａ種　　※Ｂ種

(18.9.2)

10．合成樹脂
エマルション
模様塗料塗り
（ＥＰ－Ｔ）

 　のボード面(屋内)
(18.10.2) コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他

・Ａ種　　※Ｂ種

11．ウレタン樹脂
ワニス塗り
（ＵＣ）

 木部 ・Ａ種　　※Ｂ種 (18.11.2)

 木部 (18.12.2)

13．木材保護塗料
　　塗り（ＷＰ）

・Ａ種　　※Ｂ種 (18.13.2)

12．オイルステイン
塗り（ＯＳ）

・水性　　・油性

８．つや有合成樹脂

 木部(屋外)
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１．ビニル床
シート

 JIS A5705のJIS表示認証製品 (19.2.2)(19.2.3)

※熱溶接
記号

・突付け
※　2.0
・　2.5

厚さ(mm)
※無地
・マーブル

工法
・帯電防止
特殊機能

・　発泡層の
あるもの

ないもの
※　発泡層の

色　柄種　　類

・ＨＳ
・ＴＳ
※ＦＳ

・ＫＳ

・耐動荷重

２．化粧ビニル
床シート

３．ビニル床
タイル

４．ビニル床
シート･ビニル
床タイルの
特殊機能

 JIS Ａ5705のJIS表示認証製品で，表面は印刷シートに透明表層を有した木
 目又は石目調のもの

※熱溶接
・突付け

特殊機能
※　2.0
・　2.5

厚さ(mm)種類の記号
※　木目調
・　石目調

色 　柄
・帯電防止

工　　法
　　ＦＳ

・耐動荷重
 上記以外はすべてビニル床シートに同じ
 目地処理する場合の工法 　・　　　　　　・熱溶接工法 

※　コンポジション

ビニル床タイル

※300×300

・300×300
・450×450

※　2.0

・　2.0

記号 寸法 暑さ(mm)

・帯電防止

・帯電防止
特殊機能種　　　類

※ＫＴ

・ＦＴ
・耐動荷重

・耐動荷重

 JIS A5705のJIS表示認証製品 (19.2.2)(19.2.3)

 帯電防止
 　・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）1.2～3.1程度

 　・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）3.2～5.1程度

 　・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）5.2以上

 耐動荷重

強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の
JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離

試験後異常がないこと。

 目地処理する場合の工法 ・　　　　　　・熱溶接工法

ビニル床タイル
・　複層

　 又は耐電圧（JIS L 1023)3kV以下

   又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×100オーム未満

   又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10オーム未満

床タイル
(19.2.2)

材　　　　　　　　　質
・　塩化ビニル系 ・　せっ器質タイル系 ３００×３００

寸　法（mm）

６．ビニル幅木 ・　軟質 ・　硬質
※　６０
※　１．５

・　７５
・　２.０

・　１００
(19.2.2)

７．カーペット
敷き

 材　種
 高　さ（mm）
 厚　さ（mm）

 ・　タフテッドカーペット

施工箇所 パイル
形状

パイル
長さ(mm)

工　　法

※　全面接着工法
・　グリッパー工法

帯電性

による

品　質
(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

(19.3.2)

品質は参考商品名である

・　タイルカーペット

仕様による
製造所の
帯電性パイル形状施工箇所 種　類

※第１種
・第２種 ・カットパイル

※ループパイル
総厚さ

※　6.5※500×500
寸　法

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

８．合成樹脂塗床  材料の種類 (19.4.2)
　 ・　厚膜型塗床材
　　　 ・　弾性ウレタン樹脂系塗床材
　　　 ・　エポキシ樹脂系塗床材
　 ・　薄膜型塗床材（エポキシ樹脂系塗床材）
 仕上の種類 　(19.4.3)

・つや消し仕上げ　 ・　平滑仕上げ ・　防滑仕上げ

５．視覚障害者用

・防鳥網　 ※ステンレス（SUS304）線径1.5mm　ピッチ15mm 

 外部に面する建具性能等級等(コンクリート系下地及び鉄骨下地)

・　設けない※　設ける 障害物感知装置
 保護装置

図面番号

年月日

縮　
　

尺

図　　名設計図

伊藤建築設計事務所
滋賀県長浜市湖北町速水２７１１

電話（０７４９）７８－０１０１番

一級建築士登録360938号

伊　　藤　　嘉　　文

消防団第 2 6分団拠点施設整備工事
建 築 工 事 特 記 仕 様 書 （ 3 ）  2 0 2 3 / 0 1

A-3
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９．フローリング
張り

 ・単層フローリング (19.5.2～3) (表19.5.3～4)(19.5.5～6)

ワニス塗り
・オイルステン
塗りの上
ワックス

・生地のまま
ワックス

・既塗装品

種　別 樹種 厚さ(mm) 工法 塗装
※ウレタン樹脂

・接着工法

※１５ 幅　７５
・接着工法
・釘止め工法

ボード１等
・　フローリング ※なら

※１５※なら
ブロック１等

・　フローリング

長さ400以上

(303×303)

塗装
・釘止め工法

ワニス塗り
・オイルステン

・生地のまま

・既塗装品

種　別 樹種 工法種別 防湿処理
・行う
※行わ
ない

・Ａ種
・Ｂ種
※Ｃ種

・接着工法
※ウレタン樹脂

・複合フローリング

・　複合
フローリング

※なら
・さくら
・ひのき

フローリング
・特殊張り
工法
(体育館床)

・行う
・行わ
ない

・　大型積層

塗りの上
ワックス塗り

ワックス塗り

・なら
・さくら

10．畳　敷　き  畳の種別 ・　Ａ種
※　Ｃ種

・　Ｂ種
・　Ｄ種（　　　　　　　）

(19.6.2)(表19.6.1)

・　19(不燃）
・　15(不燃）

JIS A 6301

(32K)
JIS A 6301

(タイプ2)
JIS A 5430

規格番号厚　　さ（mm）種別など

　　25(不燃）

※　 9(不燃）

・　12(不燃)
・　12(不燃)

・　12(不燃)
・　 6(不燃）
・　12(不燃)

・　 8(不燃）
・　10(不燃)

模様
立体

普通

天井

壁

EP18程度)
(JIS A 3414 

額縁張り品

・ 軒天用
※ 内部用

化粧吸音板
ロックウール

(吸音材料) ＤＲ

ガラスクロス
吸音ボード
グラスウール

(吸音材料) ＧＷ－Ｂ

0.8ＦＫ又は1.0ＦＫ
(繊維強化セメント板)
けい酸カルシウム板

種類又は記号その他ボード
及び合板張り

(19.7.2～3)(表19.7.1)(表19.7.5)11．石こうボード

せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｒ

壁

天井

・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
・　15(不燃）
・ 9.5(準不燃）

JIS A 6901

※12.5(不燃）

(せっこうボード製品)
せっこうボード

壁
天井

　12.5(準不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(準不燃）

JIS A 6901シージング

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｄ

木目模様

特殊模様

木目模様
（裏桟付き）

・黄
色　　※白

トラバー
チン模様

壁

天井

　 9.5(不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901強化せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｆ

・ 12.5(不燃）
・ 　15(不燃）

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－ＮＣ
(せっこうボード製品)

不燃積層
せっこうボード

せっこうボードの目地処理 ※　継目処理工法　　・　突付けＶ目地工法
・　突付け工法　　　・　目透し工法

12．遮音シール材  ・　アクリル系シーリング材 ※　ジョイントコンパウンド (19.7.2)

13．壁紙張り (19.8.2)

施　工　箇　所
・不燃

・その他
・その他

・その他
・その他

・準不燃
・準不燃

・準不燃
・準不燃・不燃

・不燃

品　　　質 防　火　種　別

・不燃

品質は参考商品名である。

14．断　熱　材  断熱材の打込み及び現場発泡工法

厚さ(mm)種　　　類 箇　所
・Ａ種ビーズ法

２種ｂ
※Ａ種押出法 JIS表示認証製品スチレンフォ

　　チレンフォー

・　ビーズ法ポリ

※　押出法ポリス

（Ａ種）

下記以外※２種ｂ
※３種ｂ 接地部分及び

屋根防水部分
ピット内部

※　25

・　25

ウレタン

・　フェノール

JIS A 9526
による難燃性
・２級　※３級

JIS表示認証製品

(スキン層
　　 あり)

(19.9.2)(19.9.3)

※　施工範囲は建築工事標準詳細図(図7-01-1)による。

・　硬質ウレタン

　　ム断熱材

ーム断熱材

フォーム断熱材

フォーム断熱材
・　吹付け硬質

フォーム断熱材

※Ａ種１Ｈ ※　30

備　　考
JIS A 9521の

JIS A 9521の

 上記以外に用いる断熱材

厚さ(mm)種　　　類 箇　所 備　　考
・　ＪＩＳＡ発泡

プラスチック
保温材

・Ａ種ビーズ法
※Ａ種押出法
２種ｂ

※Ａ種押出法
３種ｂ 屋根防水部分

ピット内部

接地部分及び

※　25 JIS表示認証製品

　　 あり)
(スキン層

下記以外

保温材
・　グラスウール ※　100 JIS表示認証製品※24Ｋ品

※　被覆品　　・防湿層ポリエチレンフィルム(t0.15)張り　(重ね100)
※　グラスウール使用部分の室内側防湿シート

内
装
工
事
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１．フリー
アクセス
フロア

工法 仕上り高
(mm)

適用地震時
水平力(Ks)

耐荷重性能
（N)

施工場所

・　1.0G
※　0.6G

・　3,000
・　5,000

表面仕上げ

・帯電防止
床タイル

・タイル

・溝工法

・支柱一体型
パネル工法

（置敷工法）

（置敷工法）
・支柱分離型

(20.2.2)

ボーダー部 ※　一般部分の仕様に準ずる ・　図示による
床表面仕上げ材の品質は標準仕様書19章による。
配線取出し用切り欠きパネルは１枚／㎡以上とする。
空調用吹き出し(吸い込み）パネル ※　なし

・　有り（※固定式　　・可変式）
施工箇所は図示

パネル工法
（支柱調整式工法）

構造形式による種類 スタッド式（内蔵）

焼付塗装鋼板（標準色）ｔ＝０.５以上
３６dB/500Hz以上
不燃

パネル表面材
遮音性
防火性能

 パネルの操作方法による種類
 パネル表面材の材質及び仕上げ

規定しない
製造所仕様の化粧鋼板（標準色）

 パネル圧接装置の操作方法
ｔ＝０.５以上
ハンドル回転式又はプッシュ式

 遮音性
 防火性能
 取り付け用あと施工アンカー

３６dB/500Hz以上
不燃
材質，寸法等は図示又は製造所の
仕様による

20

ユ　

ニ　

ッ　

ト　

及　

び　

そ　

の　

他　

の　
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事

４．トイレブース (20.2.5)

帽子掛け戸当たり付き

 表面材 メラミン樹脂系化粧板（標準色）
 幅　木
 フレーム
 扉

ステンレス製 H＝６０
アルミ製
厚４０中心吊りアール形アルミ製エッジ，

５．階段滑り止め (20.2.6)
（ノンスリップ）

 材　種 ステンレス（SUS304）

 取り付け方法 ※　接着工法
ビニールタイヤ入り（幅約35mm)

・　埋込み工法

６．床目地棒 (20.2.7) ステンレスＦＢ（SUS304）　t５～６×Ｈ１２
 （床仕上げが異なる場合に設ける。但し、建具部は建具表による。）

７．黒板及び
ホワイトボード

(20.2.8)
区分
種類
色

※焼き付け
※鋼製黒板 ・ほうろう黒板
※緑

 ・ホワイトボード

 ・黒板

８．鏡 (20.2.9) 耐湿鏡　ｔ＝５　　　ステンレスフレーム付き

９．表　示 (20.2.10)
 誘導標識
 衝突防止表示 ＨＬ仕上げ　Φ３０程度　市販品　ステンレス製　

市販品
 室名札 アクリル板

（パーテー
ション）

２．可動間仕切

３．移動間仕切

グドア）
（スライディン

(20.2.3)

(20.2.4)

構成基材

10．煙突
ライニング材  煙突用成形ライニング材

(20.2.11)
安全使用温度　・４００℃　　・６００℃

・アルミニウム合金系　　・スチール系

11．ブラインド (20.2.12)

形　　　　　式
スラット

開閉方式

※　アルミニウム合金
※　横型ブラインド ・　縦型ブラインド

・　クロススラット
・　アルミフラット・　アルミフラット
※　２本操作コード方式※　ギヤ式 ・コード式

※　２５ ・　８０ ・　１００スラットの成形（mm）
・　操作棒式

12．ロール
スクリーン

(20.2.13)
 操作方式

無地で製造所仕様の標準タイプ
・　スプリング式 ※　チェーン式 ・電動式

 スクリーンの生地
 その他の材料 ※製造所の仕様による

名称・品質など

13．カーテン (20.2.14)(表20.2.1)

・電動

引分け装置
※手引　・ひも引　
・電動
※手引　・ひも引　

※箱ひだ、つまひだ

※箱ひだ、つまひだ

ひだの種類
・片引き
・引分け
・片引き
・引分け

形　　式
・シングル
・ダブル
・シングル
・ダブル

レール
14．カーテン (20.2.14) 材　質

 形　状
・　アルミニウム製
・　Ｃ型

※　ステンレス製
※　角型

表面処理 ・　ＢＣ－２種※　ＢＣ－１種
15．アルミニウム

製カーテン
ボックス

(表14.2.1)

16．点　検　口

施工箇所
※　アルミニウム製

※　アルミニウム製

材　　　　種
天　井

床

※　４５０×４５０
・　６００×６００
・　４５０×４５０
※　６００×６００

寸　　　　法
※　目地タイプ
・　額縁タイプ
※　一般形貼物用
・　一般形充填用

形　　式

）

17．くつふき
マット

・　硬質アルミニウム合金製
・　ステンレス製（SUS 304）

材　　　　　　種
※　ステンレス製（SUS 304）
・　硬質アルミニウム合金製

受　　　わ　　　く

18．ステンレス
流し台  

）トラップ付

19．コンロ台  ※　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型
 

）バックガード（※有　・無）

20．つり戸棚  ・　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型
 

 ・　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型

※　塩化ビニル製又は塩化ゴム製

21．水切棚  ※　１段　　　・　２段

22．旗竿受金物

23．旗　竿

 ※　ステンレス製（SUS 304）既製品　彫り込みタイプ既製品

 形　式
 材　種
 操作方式

※　ハンドル式
※  アルミニウム合金
※　テーパー式

・　同一断面式

・　ロープ式

Ｈ＝
ｍ

（※　１００角　・　１５０角）

24．屋内掲示板  ※　既製品 アルミニウム製枠 表面発泡シート張り

25．視覚障害者用
誘導ブロック

 屋　外 ※　コンクリート製 ・　磁器質タイル

26．出隅面取材  材　種
 高　さ

※　アルミニウム合金製
※　天井まで ・　１.８ｍ程度

27．かぎ箱  市販品　　フック数（本） ・　３０
・　６０

・　４０
・　１００

28．消火器

29．ピクチャー
レール

30．郵便受

 ＡＢＣ消火器10型　設置台共

 アルミ製　　既製品：ﾜｲﾔｰ，ﾌｯｸ等の吊り金物(4ｾｯﾄ／ｍ）共

 図示

３．縁石及び側溝

 ※　鋼製 ・　ステンレス製

 簡易密閉式とし，表面には用途別の標準文字付きとする。

 地業の材料　

１．グレーチング

４．埋戻し土

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.3.2)

21

排　

水　

工　

事

※再生クラッシャラン

※Ｂ種

２．鋳鉄製マン
ホールふた

22
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工　
　
　

事

２．盛土材料

※　使用する

凍上抑制層 ※　再生クラッシャラン ・　切込砂利又は切込砕石

４．路床安定処理 路床安定処理添加材料

路床の盛土材料

※　普通ポルトランドセメント

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 (22.2.3)

(22.2.2)(22.2.3)

・　高炉セメントＢ種
・　フライアッシュセメントＢ種
・　生石灰（・特号　・１号） ・　消石灰(・特号　・１号)

・　使用しない　　　　　　　 　　　　　　　　(22.1.3)

※　行わない ・　行う (22.2.3)５．砂の粒度試験

３．フィルター層
及び凍上抑制
層用材料

フィルター層 ※　砂

(22.2.2)(22.2.3)(表22.2.1)

１．再　生　材

支持力比
(22.2.5)※　行わない ・　行う（※　乱した土　　・　乱さない土）６．路床土の

(ＣＢＲ)試験

８．路盤材料 ※　再生クラッシャラン　ＲＣ－４０
（透水性舗装の場合を除く）

・　クラッシャラン　Ｃ－４０
・　クラッシャランスラグ　ＣＳ－４０

10．アスファルト
舗装

加熱アスファルト混合物の種類
表　層 ※　再生密粒度アスファルト混合物（１３）

・　密粒度アスファルト混合物（１３）
・　細粒度アスファルト混合物（１３）

基　層 ※　再生粗粒度アスファルト混合物（２０）
・　粗粒度アスファルト混合物（２０）

度の試験
７．路床の締固め (22.2.5)・　行わない

度の試験
９．路盤の締固め (22.3.5)※　行う

舗装の厚さは
図示による

舗装の平坦性は、通行の支障となる水たまりを生じない程度とする

(22.4.6)アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　・行う

(22.5.3)11．コンクリート
舗装 溶接金網

・　使用する
※　あり

※　使用しない
・　なし

※　行う（箇所:埋戻し及び盛土部）

(22.3.3)(表22.3.1)

(22.4.2)(22.4.4)(表22.4.4)

早強ポルトランドセメント

(22.6.2)12．カラー舗装

(22.6.3)着色骨材・自然石（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

部　　　位
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部

種　　　類
※　アスファルト混合物
・　石油樹脂系混合物

加熱系

常温系

図示による

厚　さ(mm)

・　ニート工法 ３～５
・　塗布工法 １程度以下

13．透水性アス

ファルト舗

装

構成　　　　・図示

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　　　※行わない　　　・行う

舗装の平たん性は著しい不陸がないものとする

舗装

※　ＪＩＳＫ５６６５　３種１号

※　コンクリート版 ・　アスファルト混合物

※　Ｂ種（建物周囲その他）※　Ａ種（通路） (22.9.2)

14．ブロック系

15．砂利敷き

16．区　画　線

・　舗石舗装基層

(22.7.2)(22.7.6)

(22.8.2)(22.8.4)(表22.8.1)・　インターロッキングブロック舗装
※　砂目地・　コンクリート平板舗装
・　モルタル目地
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植　
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工　
　

事

(23.1.3)１．植栽地の
確認等

２．植栽基盤 (23.2.2)(表23.2.2)

・　Ｃ種
・　Ｄ種

樹木
芝，地被類木

樹　　　種　　　等種　別
・　適用する
※　適用する

※　適用しない
・　適用しない

植栽基盤の適用

３．植込み用土 ※　現場発生の良質土 ・　客土

４．土壌改良材

(23.2.3)

(23.2.3)

※排水性及び土壌硬度の確認

・　Ａ種
※　Ｂ種

・　パーク堆肥(50L/㎡) ・　下水汚泥コンポスト(10L/㎡)　

(23.4.2)種　別５．芝

土壌層厚さ工　　法

・　適用しない
・　屋上緑化軽量システム

・　板状成形品）
材質（・　軽量骨材

・　適用する

・　３０ｃｍ

・　　６ｃｍ・　屋上緑化システム

(23.5.2)(23.5.3)６．屋上緑化

※　コウライシバ ・　ノシバ

・　１５ｃｍ

※　システム製造所の仕様による

排水層

24 １．一般事項 　試料採取および測定は，厚生労働省の｢室内空気中化学物質の採取方法と
測定方法｣（以下「厚労省の測定方法」という。）の新築住宅の例に準拠し
て行う。

２．測定対象化学
　　物質

総　

揮　

発　

性　

有　

機　

化　

合　

物
（
Ｔ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）　

測　

定　

仕　

様　

書

３．測定方法 １)　クロマトグラム上で「n-ヘキサン」から「n-ヘキサデカン」までの部分
に検出される物質のピーク値を「トルエン」に換算した値をＴＶＯＣ濃

　測定対象化学物質は，下記４ 1)，2)の区分に従い，表の①から⑭の１４物
質及びＴＶＯＣ又は表の①から⑨の９物質及びＴＶＯＣとする。

度とする。
２)　トルエン換算で 2.0μg/m３ 未満のピークは測定の対象としない。
３)　上位１０ピークについて物質を特定して濃度の測定を行う。

0.007   ppm

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル

ホルムアルデヒド
トルエン
キシレン
エチルベンゼン
スチレン
パラジクロロベンゼン
テトラデカン
アセトアルデヒド
ノナナール
フタル酸ジ-n-ブチル

クロルピリホス
ダイアジノン
フェノブカルブ
総揮発性有機化合物(ＴＶＯＣ)

化学物質名 室内濃度指針値

400  μg/m３ （暫定目標値）

100  μg/m３
260  μg/m３

3,800  μg/m３
220  μg/m３
240  μg/m３
330  μg/m３
48  μg/m３

(暫定)41  μg/m３

 1  μg/m３

33  μg/m３

0.08   ppm
0.07   ppm

0.88   ppm
0.05   ppm
0.04   ppm
0.04   ppm
0.03   ppm

表　測定対象化学物質及び室内濃度指針値

0.29　μg/m３
0.00007   ppm
0.00002   ppm
0.0038   ppm

200  μg/m３ 0.05   ppm

  17  μg/m３ 0.0015   ppm
100  μg/m３ 0.0063   ppm

４．測定する室

・　室名：

・　屋外(周囲の建物から離れた場所１か所)

５．測定結果等報
告書の提出

　次の事項を記載した報告書を２部提出する。
　１)　測定結果（アセトアルデヒドについては，試料採取時の気温が20℃

に満たない場合には，「厚労省の測定方法」に定める計算式で20℃，

　２)　試料採取時の状況（気温・湿度(屋外，室内)，天候、風の状況、日
射進入状況，採取年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
完成から試料採取までの日数）

湿度50％に，ホルムアルデヒドについては25℃，湿度50％に補正し
た濃度を報告すること。）

　１)　１４物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室等

・　室名：

　２)　９物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室

６．その他

　３)　試料採取方法，測定方法，使用した測定機器
　４)　ＴＶＯＣ濃度の算出に使用したクロマトグラムの写し

　ＴＶＯＣの測定の結果，暫定目標値を超える場合は，発生原因の究明及び
汚染物質の発生を低減するための対策について，協議を行うこと。

超える場合は，工事目的物の引渡しを受けない。
　表の化学物質①から⑤のうち，いずれかの物質の濃度が室内濃度指針値を

・水素イオン濃度指数（pH）・電気伝導度（EC）の試験

 ※支給品　（式台　湯沸）

壁　天井 織物調（サンゲツ）

ﾄﾞﾚｰﾌﾞｶｰﾃﾝ

 ※　設備図参照

 ※　設備図参照

 アルミ製　SPK　2-1810　三協アルミ同等品31．掲示板

 ※　設備図参照
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年月日
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配 置 図 S : 1 / 2 0 0
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消防団26分団屯所
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ＧＬ＝ＫＢＭ+115

KBM

最高高さ 5.0ｍ
軒高　　3.65ｍ

床面積　　62.93㎡

雨水枡

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

M

M

・ 90.09

・ 90.10

4,25
0

防火水槽

7,01
0

3,21
5

2,16
0

12,3
85歩道

歩道

※KBMからの高さを示す±0
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敷 地 面 積 求 積 図 S : 1 / 2 0 0
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1

21.154

敷 地 面 積

底 辺（m） 高 さ（m） 倍 面 積（㎡）

敷 地 面 積   (㎡)

倍 面 積      計

1056.70    

2113.414374

1 48.394 21.154 1023.726676

2 48.394 22.517 1089.687698

43.29
1

隣地境界線

25.247
敷
地
境
界
線
(川

)

40.128
隣地境界線

25
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建 築 面 積 求 積 図 S : 1 / 1 0 0
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X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

Y10

8.
19
0

8.645

A1

建 築 面 積 表

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

A1 矩形 8.645×8.190 70.802550

70.80    

21.41    

床 面 積 求 積 図 S : 1 / 1 0 0

床 面 積 表

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

矩形 8.645×7.280 62.935600

62.93    

19.03    

Y9

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

Y10 4.550

5
.
46
0

A1

1.820

0
.9
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0
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0
.9
10 A4

1.820

1.
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0

A50.910

1.
11
0

A6

0.910

0.
71
0

A7

会議・休憩室

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

A1 矩形 4.550×5.460 24.843000

A2 矩形 1.820×0.910 1.656200

26.49    

8.01    

消防車車庫

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

A3 矩形 4.095×7.280 29.811600

29.81    

9.01    

トイレ

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

A4 矩形 1.820×0.910 1.656200

1.65    

0.50    

玄関

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

A5 矩形 1.820×1.820 3.312400

A6 矩形 0.910×1.110 1.010100

4.32    

1.30    

押入

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

A7 矩形 0.910×0.710 0.646100

0.64    

0.19    

8,645

7,
28
0
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雑巾摺9×15（杉）

一部木製巾木H=55

塗床ァ1.0ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押さえ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し修正

一部メラミン化粧板

ビニールクロス

ケイカル板ァ6

塗床ァ1.0 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押さえ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押さえ

防湿シート

構造用合板ァ15 畳ァ55

構造用合板ァ15

会議・休憩室※

トイレ

2600
木製

塩ビ製
2400

湯沸コーナー※
塩ビ製

2600
フローリング（支給品）

構造用合板ァ9

木胴縁　18×45@455
角波カラーガルバリウム鋼板ァ0.4　長尺角波455　セキノ興産同等品 ＧＢ-Ｒァ9.5 ビニールクロス

2950
塩ビ製

玄関

QM-0803 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ サンゲツ同等品

2600
構造用合板ァ15

透湿防水シート

QM-0524

NM-8619 GB-R　ァ12.5

認定番号他

屋　根

カラーガルバリウム鋼板ァ0.8　折板葺き

塩ビ製3120
消防車庫※

外　壁

押入

外部仕上表

軒天井

外構工事

内部仕上表

部 屋 名 称
床 巾 木 壁 天 井

廻 縁 備 考
下 地 仕 上 下 地 仕 上 H 下 地 仕 上 下 地 仕 上 CH

集水桝
ボックスカルバート

ホース乾燥柱
メッシュフェンス門扉

樋 タテ樋　カラーVPφ65　受金物共
軒樋　硬質塩ビ製　120角　受金物共

3220
～

GB-R　ァ9.5QM-9828

GB-S　ァ12.5QM-0898

木下地　ケイ酸カルシウム板ァ6張EP塗り

巾　木
複層仕上塗材Ｅ　ゆず肌状
コンクリート打放し補修

※NMは不燃材料、QMは準不燃材料を示す

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押さえ 塗床ァ1.0

ノンスリップ

中段　枕棚

2 4 時 間 換 気 計 算 表

室　　名階 床面積（ｍ）

１ 会 議 ・ 休 憩 室 26.49 2.6

天井高（ｍ） 参考品番

三菱電機VD-20ZXP13-C

1.65（Ｗ）×1.5（Ｈ）×3×0.5＝3.71

換気有効面積換気面積

1.321.32

採光面積 採光有効面積

1.65（Ｗ）×1.5（Ｈ）×3＝7.430.75（Ｗ）×0.3（Ｈ）×3＝0.67

排煙有効面積排煙面積

0.5326.49

単位（㎡）

会 議 ・ 休 憩 室

◎凡例  排煙面積＝Ａ×1／50　採光面積＝Ａ×1／20　換気面積＝Ａ×1／20

１

床面積階 室　　名

Ｌ Ｖ Ｓ チ ェ ッ ク 表

気積（ｍ3）

68.87 第3種換気

換気種別 有効換気風量（ｍ3）

380 380/64.19=5.92>0.3

換気回数 適・否

OK

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押さえ 塗床ァ1.0

ＧＢ-Ｓァ12.5

ＧＢ-Ｓァ12.5 ビニールクロスＧＢ-Ｒァ9.5ビニールクロス

ビニールクロスＧＢ-Ｒァ12.5 ＧＢ-Ｒァ9.5 ビニールクロス

ビニールクロスＧＢ-Ｒァ12.5

ＧＢ-Ｒァ12.5

ビニールクロスＧＢ-Ｒァ9.5

ＧＢ-Ｒァ9.5 ビニールクロスビニールクロス

※内装制限を受ける室　壁、天井共準不燃材料仕上げ（認定番号は右記参照）

境界ブロック

ＧＢ-Ｄァ9.5

GB-D　ァ9.5

式台　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞァ15

ケイカル板ァ6NM-4227

シナ合板ァ4

SV-3型　セキノ興産同等品　
裏面高充填フォームプラスチックァ4

ＥＰ

雑巾摺9×15（杉）

雪止めアングル　L-60×60×4　亜鉛メッキ

（取り外し式）

NM-2183 メラミン化粧板ァ3　セラール同等品

畳寄せ30×55（杉）

※建物外周部全面　構造用合板ァ9張り

脚 頭

※三角の大きい方が柱の頭に取り付く

　H12.5.31　建設省告示第1460号

※耐力壁の取り付く柱の土台又は横架材に対する接合方法は

　木造の継手及び仕口の構造方法を定める件による

凡例
記号 壁の構造( 1 )

壁の構造( 2 )

筋かいの構造 倍率

W1 木材 45×90以上 シングル 2.00 2.00

W2 大壁 構造用合板 2.50 2.50

W3 大壁 構造用合板 2.50 木材 45×90以上 シングル 2.00 4.50
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Y4
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Y2

Y1

X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

Y10

屋内的用途に供しない

給気口

天井扇

誘

ABC消火器10型　1ケ

凡例

消

誘 誘導標識

※　法第20条第1項第4号に適合していることを確認
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アスファルト舗装　約900㎡

　1100×1100×2000　2ケ　1100×1100×1000　1ケ

1.敷地内存置ボックスカルバート

撤去工事 特記事項

・施工にあたり、敷地内に防火水槽があるため、消火活動上

仮設計画

1.交通誘導員　工事車両の出入があるとき

2.ゲート　アルミキャスターゲート　W=6.0m

外構工事

・ホース乾燥柱（別図参照）　

・掲示板　アルミ製　SPK　2-1810

　　　　　マグネット式　LED照明なし

・会所桝　PC桝　300×300　3ヵ所　PC製蓋共

・フェンス門扉　朝日ユニフェンス　Ｈ＝1200　50シリーズ（積雪地用）

　　　　　　　　W=1800　2ヵ所　基礎共　朝日スチール工業同等品

・車止めポール　埋没式　76.3φ　3本　＠1,850　ＳＵＳＨＬ仕上げ

　　　　　　　　チェーン内蔵ポール（チェーン　Ｌ＝2,000　4φ）

　　　　　　　　ＮＥＸ-76Ｍ-Ｃ（チェーン内蔵）1本

　　　　　　　　ＮＥＸ-76Ｍ-Ｅ（エンドポール）2本

　　　　　　　　ユニオン同等品

・各高さは参考とし、現地測量の上舗装高さを決定すること。

・縁石ブロック　120×120　Ｌ＝50ｍ

・中木(イチイ）　11本　H=1.5　植栽土300ｍｍ　約38㎡

　　　　　三協アルミ同等品

2.メッシュフェンス　L=2.0ｍ　2ヵ所

　支障がないよう十分に配慮すること

2.ボックスカルバートは別紙の通り

3.既設雑草撤去　約600㎡程度
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ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト 施 工 配 置 図 S : 1 / 2 5 0
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図　　名設計図

伊藤建築設計事務所
滋賀県長浜市湖北町速水２７１１
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一級建築士登録360938号
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図　　名設計図

伊藤建築設計事務所
滋賀県長浜市湖北町速水２７１１

電話（０７４９）７８－０１０１番

一級建築士登録80803号
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除 却 建 物 図 （ 1）
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消防団第 26分団拠点施設整備工事
1/100,200

南 側  立 面 図 S:1/100 東 側  立 面 図 S:1/100
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北 側  立 面 図 S:1/100
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鉄骨ホース乾燥柱

西 側  立 面 図 S:1/100

900

配 置 図 S:1/200

除却建物

消防用水池

市道

仮囲い

北面　仮囲い　1.8ｍ　ゲート6.0ｍ

南、東、西面　単管及び枠組足場+防煙、防音シート張り

Ｎ

土
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カ
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タ
ー

切
　

8
ｍ AS舗装撤去、砕石ァ100（RC-40）敷

公共桝　小口バルブ止め

量水器　小口バルブ止め
新設フェンス　ARフェンス（積雪型）H=1200　L=15ｍ

新設ロープ及び木杭（H＝1200φ75）2段

1階  平 面 図  S:1/100
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押入

女子便所

和室6畳

　

男子便所

押入

押入

踏込

廊下

DN

広間

階段室

鉄部フタル酸エナメル

モルタル金コテ ＶＰｺﾝｸﾘｰﾄ直仕上

湯　沸　室

待　機　所

Ｗ　　　Ｃ
25角モザイクタイル

一部アスファルトルーフィング下地ニユーコロニアル張り
ラムダサイディングァ15吹付タイル　アルミ製出隅コーナー

物　　　置

モルタル

屋　根

車　　　庫

外　壁

階　段　室

外部仕上表

軒天井

部 屋 名 称
床 巾 木 壁 天 井

備 考
下 地 仕 上 下 地 仕 上 下 地 仕 上 下 地 仕 上

樋 塩ビカラー角樋　VUφ100　
軒樋　硬質塩ビ製　120角　受金物共

サイディングァ11吹付タイル

巾　木 モルタル刷毛引き吹付タイル

ｺﾝｸﾘｰﾄ 防塵塗料 ジプトーンァ9

ラスカットァ6 石綿ケイカル板ァ6

吹付タイル

換気レジスター

アスファルトルーフィング下地
カラーガルバリウムァ0.4　瓦棒葺き　

パラペット PBァ12下地
角波カラーガルバリウム

アルミ製笠　木

内部仕上表

階

ＣＦシートァ2.3

ＰＢァ12 ビニールクロス

中段　枕棚

畳敷コンパネァ12

女子便所・男子便所

２階ホール

ベニヤァ5.5
押　　　入

広　　　間

和室６帖

Ｐタイル 木製90*25ОＰ

雑巾摺

１

ｺﾝｸﾘｰﾄ直仕上 モルタル金コテ

サイディングァ11

鉄部 ОＰ

棚

モルタル金コテ

ｺﾝｸﾘｰﾄ 防塵塗料

防塵塗料

モルタル
２

コンパネァ12 畳敷

コンパネァ12

モルタル金コテ

鉄部フタル酸エナメル

畳寄せ

畳寄せ

木製90*25ОＰ

サイディングァ11 ＶＰ

サイディングァ11 塩ビエナメル

塩ビエナメルサイディングァ11

Ｔ-100CB、ラスカット

Ｔ-100

化粧合板ァ4

サイディングァ11 吹付タイル

サイディングァ11 塩ビエナメル

化粧合板ァ4

ベニヤァ4

化粧合板ァ4

ＰＢァ9 ＶＰ

ジプトーンァ9

ＶＰ

石綿ケイカル板ァ6

ジプトーンァ9

杉杢ＰＢァ9

ベニヤァ4

杉杢ＰＢァ9

ＶＰＰＢァ9

特記事項

・消防屯所及びホース乾燥柱の解体を行う。

・基礎を含む地中埋設物（設備共）全てを撤去する。

・車庫及び土間コンクリート撤去部分は良土で埋め戻しとし、再生砕石敷ァ100とする。

・解体発生材は産業廃棄物処理法等、アスベスト含有建材についても関係法令に従い

　適切に処理し、係員に報告すること。

石綿含有材

防火サイディング 吹付リシン

・消防用水池は今後も利用するので、解体時に支障がないよう配慮すること。

　また、消防用水池から解体建物への水抜き穴等がある場合はモルタル等で漏水しない

　よう充填すること。

・解体に先立ち、PCBを使用した照明器具の調査を行い、関係法令に従い適切に処理の

　上、係員に報告すること。また、空調室外機等、家電リサイクル法他関係法令につ

　いても同様とする。

石綿ケイカル板ァ6　　吹付タイル
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消防団第 26分 団拠点施 設整備 工事   設計図

ン伊藤建築設計事務所

構 造 特 記 仕 様 書

F‐ 0 85Fmtt3σ  ②式

設計と筆強度Fこ と耐久設計と■静医FJの うち大きい方の値

①
ロ  コンクリートに含まれる塩イヒ協雛は塩素イオンとして 2(X=/m3,大下とする

生躍 i9驚簑靴然駆鰐
する

(D虚 和材料

○ 報 滉 跳 を俗  船 麟 者に卿 啜 認を受けること

①

①
下記の報告

=俗
詢 益 理御 こ提出 嚇 認 を受ける こと

日 |とと形飼は

'―

十壮終 (」 IS【 SG21 3唾 程度)

部分l隣接する両倒 l∞m 以上)0奮 開される園鎮形断面の

']面
日味0百1火なこ,の棲着する部分

設 計 条 件 等

□ 恒矢
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①
ヨ

tグ J_wょ JIs認定工場の鰤 としお工醐 しモは」ASS引こよる。

○型社
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地 業 工 事

GD調 査農び試験

04石坪および倍てコンクリト

口有   日無

《)直穣と疑

鉄 骨 工 事 /

・ ガセットプレート  SPL‐スプライスプレートCPし ‐カバール ート

ALC工 事

設 備 関 係

回床スラブ内に設強配管等を埋必む颯合はスうプ厚きのツa以下とし皆の問縣を

そ の 他

日 命第129楽 の2の 4事 3号 の規定に廼合すること



消防団第26分 回拠点施設整備工事   設計図

ン
伊藤建築設計事務所

鉄筋コンクリー ト構造配筋標準図 (b) 独立と強てと確景にスラブが付かない場合の主筋の継手、定君及び余長

c) 独立と礎で墓l差 楽にスラブが付く颯合の主筋の整手、定着及び余長

ただし、耐Eスラブが付く場合は、 (d)に よる。

(d) 連続基礎及びべたき雄の場合の主筋の構手、定着及び余長は、国3 8こ よる。

(注 ) ,  回工のない事項は、5 ,に よる。

2  三
=≡== 印は、終手及び余長●置を示す。

3  藪線は、■内定着の場合を示す.

※ L2hを 確保出来ない場合は2 4(C)(2)「 こよることが出来る

口3 8 主筋の継手、定着及び余長 (その 3)

(b) 腹筋及び幅止め筋は 5 2に よる。ただ し、崇せいが 1 5m以 上の場合は、

待記による。

(c) あばら筋の部l付けは、5 2(c)による。

3 6 基礎梁の稀強

(3) 打増し補強筋は、5 3こ よる。

(b) 主岡スラブ等の

'継
ぎ補強筋は、7 3(c)ユ l^(d)に よる.

3 5 基子盛梁のあばら筋等

(a) あばら筋
(1) あばら筋の経及ど間隔は、特再こによる。

(2) あばら筋4日立の1,及びフックの0置は、6 2(b)による。ただし、梁

の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが
' Sh以

上の
'爵

合は、

国 0 9に よることができる。

図3 9 あばら筋組立の形及びフックの位置

謁 F415d鮮 !

3 基礎及び基礎梁の配筋

杭基礎
れと確の虚筋及び杭頭部の構強方法は、次による。

とお、口中のす法の単位はmmと し、単位記号は省略する (以下同じ)

(1) 騒製コンクリー ト杭の統頭部の補強方法は、特配による

A■, B形 とも (平面)

図 9 1 杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法

直接基子継

(a) 直接蓋礎 (独立と確)の場合の配筋は、国3 2による。

図3 2 独立基礎の配筋

(b〕  芭桜基確 (連続雲礎)の場合のE筋は、国3 91こよる。

3 4 基礎梁

(口 )一 般事項

(1) 上蝸主筋の定着は、やむを得ない場合、上向きとすることができる。

(之 〕 票筋は、原則として れをまたいて引き通すものとし、引き通すことがで

きない場合は、社内に定着する」ただし、やむを得す梁内に定着する
'B合

は、

日3! 5に よる。

(3) 梁筋を社内に定着する場合は、5 1(a)(4)に よる。

L2E

L

ヨ 園

離
　

」２匠

園3 5 梁続の基礎梁内への定着

園 3 3

3 9 基礎接合部の補強

と礎楼合部の補強配筋は、回3

図3 4 基礎接合部の補強配筋

司 一般共通事項
使用

'4キ

、工法学は構造特iE仕様書による。

設計国に記競熱き場合は本標準国に従うものとする。

また本標準国に明記オき
'呂

合は構造特記仕終とに指定した米通

世棒書及び日本建禁学会「JASSSJ及 び「鉄筋ヨン,,― 卜と配筋

指針・同解説」による。           ・

本採率国は異形鉄筋を対象とし、」は叫び名に用いた数値とする。

本標幸国に示す単位は常記無言限りすべて「Tと する。

2 加 工 及 び組 立

 ヽ 一般事項

(a) 鉄筋は 設計国とに指定された寸漱及び形状に合わせ、4温て工しく加工して

組み立てる。なお、桑形鉄筋の経 (」 )は、呼び名に用いた敬値とする。

(b) 有害オ曲がり又は授傷等のある鉄筋は、使用しない。

(c) コイル状のよ筋は、直線状おにしてから使用する。この臨、鉄筋に観傷を与え

(J) 鉄筋には、点付 け落機、アークス トライク等 を十,わない。

2  カΠエ
(a) 鉄筋の切断は、シャーカッター又はのこ常によって行う。ただし、現場でやむ

を得ないよ島合は、ガス切断とすることができる。

(b) 次の部分に使用する異Iケ鉄筋の末鶴部には、フックを付ける。

(1) 柱の
'口

隅にある主筋て、重ね盤子の場合及び最上ダ宙の注頭にあるよ呂合。

(2) 梁主筋の重ね継キお(、 梁の出隅及び下鰐の両端にあるよB合 (基確梁を除く。)

(3)鍾 尖め鉄筋 (壁の―部となる娼合を含む。)

(4)hと 腱のベース筋
`

(5)帯 筋、あばら筋及び幅止め筋。

(c) 鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用笛所は、表2 ,及び表2 2に よる。

表2 1 鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所 (末端部)

(注) SD390は 、使用箇所が、その他の鉄筋のl島合に、 ( )内 を適用する。

9 組立

(a) 鉄筋の組立は、鉄筋盤子部分及び交差部の要所を経0 8mm以 上の鉄線で結

真し、速切な0置にスペーサー、吊登物革を使′骨して缶う。

なお、スペーサーは、転側及び作棄荷重等に耐えられるものとし、スラブのス

ペーサーは、原則として、観製とする。また、鋼製のスペーサー1よ、型枠に接

する部分に防撚処理を行ったものとする。

(b) 前に打ち込まれたコンクリー トから出ている鉄筋の位置を書正する嬌合は、筆t

筋を急に出げることなく、できるだけ長い距離てみ正する。

4 継手及び定着

(a) 獣筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋整手とし、適用は特記に

よる。

(b) 鉄筋の重ね継子は、友による。

なお、経が異なる鉄筋の重ね4整手の長さは、細い鉄筋の廷による。

(1)柱及び梁の主筋の互ね継手の長さは、特記による。特記がなければ、

40d(軽主コンクリー トは50d)と 表2 3の重ね継子長きの大きい方とする

重ね継子の長さ。
ありの場合の Llは、回 2 1 fi示 すようにフック部分↓を合よ

⊃

酪。〆
」
剰];

誰凩
d

」
孔〆

ｄ（
＝

ガ
心

勝【′＼ 司

綺 罠 罵
ア

レ
た 、

5.

酢 □
~

―

フック

図2 1 フックありの場合の重ね継手の長さ
(9〕  講り合う継子の位置は、表2 4に よる。ただし、壁の増合及〔下スラブ筋

で016以下の場合は除 <。

なお、先網みエエ学でt在 、梁の主筋の経手を同―笛所に設ける場合は、

特宮己によるも

豪 2 4 隣 り合 う継手の位置

(c) 鉄筋の定着は、次による。

(1)と 及び素の主筋の定着の長さは、特配による。常記ね(な ければ、

40u(釜ニ コンク リー トは S Od)と 豪 2 5の 定者長さの大 きい方とする

(注) l  Ll:2及 び0以外のえ若長さ。

2  L2:割 製破壊のおそれのない簡所への定着長さ

O  LO!小 梁及びスラフの下鰐筋の定着長さ。ただし、芸礎耐圧スラブ及

びこれを受ける小梁は除く。

4  フックありの
'呂

合のLl、 L2及びL3は、口2 2に示すように

フック部分ιを合まない。

なお、フックありの場合は、中Flう 部での折曲1ザは行わない。

5  軽量コンクリー トの場合は、豪の値に5」 を力えたものとする。

(2) 定者の方法は、図2 2に よる。

なお.仕国内に経に折り曲げて定着する鉄筋の定者長さしが表 2 Sの
フック有り定者の長さを確保出来ない場合は全長を表2 5に示す直線定着長さ

とし、かつ余長を8」 、仕画面から鉄筋外面よての機影定着長さを表2 6に
|  に示す長さ(か つ、梁主筋の社内定者においては原RIと して、モせいの

3/4借以上)を のみ込ませる。

園2 2 定着の長さ

呻
”
５。．
雌

|

フックありの1開合

フックなしの場合

學前

-

口
一

"

(0, その他の鉄筋の継手及び定着は、次による。

(1) ′将接金1目の経手及び斎:者 は、日2 3に よる。

なお、L2及びL3は表2 5の (ど)に よる。

図2 3 落機金絹の継手及び定着

(2)ス バイラル筋の超手及び定着は 図2 4による。

欝鰯 国趨
図2 4 スパイラル筋の継手及び定着

鉄筋のかぷ り厚 さ及び間隔

(3) 鉄筋及び湾接金網の最小かぶり厚さは、表2 6に よる。ただし、柱及び素の

主筋にD20以 上を使用する1島合は、、主筋0)か ふり厚さを経の 1 5借以上灌保

するように最小かふり厚さを定める。

表2 6 鉄筋の最小かぷり厚さ (単位 :mm)

(注 ) 1  ×印のかふり厚さは、き通コンクリートに適用し、軽量コンクリー トの

場合は、特記による。

2  「仕上げありJと は、モルタル整り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の

衡!スに上有効てない仕上げ (仕上整材 整表学)のものを除く。

3  スラブ、梁、と確及び擁壁て、直接■に桜する部分のかぷしり厚さには、

倍コンクリートの厚さを含まない。

4  ■と確の場合のかぶり厚さは、F几天
'語

からとする。

5  塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上Tヽ和1オ箇所は、帝記による。

(b) 在、梁幸の鉄筋の加工に用いるかふり厚さは、最小かぷり厚さに ,Ommを 力E

えた数値を標準とする。

(c) 鉄筋組立後のかぷり厚さは、最小かぷり厚さ以上とする。

(a)鉄筋相互のあきは、国2 5に より、次の値のうち最大のもの以上とする。

ただし、特殊な鉄筋継子の場合のあきは、常記による。

(1) 題骨材の最大す法の1 25倍

(3)  隣り合う鉄筋の平均径 (2 ,(3)に よるd)の 1 5借

(c) 鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する欲骨とのあきは、 (」 )に
よる.

(f) 資通孔に接する鉄筋のかぷり厚さは、 (c)に よる。

特記がなければ、「3 とI歪及びと軽繁の配筋Jか ら

2 6 鉄筋の保護

(3) 鉄筋の組立後、スラブ、梁学には、歩み板を置き叢し、直横鉄筋の上を歩かな

いようにする。

(し , コツクリート

'込
みによる鉄筋,〉乱れは、なるべく少なくする。

常に、かふり厚さ、上錯筋の位置及び間隔の保持に努める。

各部め配筋は特記による。

梁貧通■その他の配筋」

二小かぷり序さ

日2 5 鉄筋相互のあき

2 7 各部配筋

| |
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凡例

a a

A BOLT 12φ  L=450 土台継ぎ手部及び耐力壁周辺

その他@2700以 内

+ 鋼製束

ヨンクリ
=卜

t=150
鉄筋D130200クロス
防湿シートt=0 15
1)t=30
砕石t=100

イ ヨンクリートt=150
鉄筋D130200,ロ ス
1)t=30
砕石t=100

礎 伏 図 S¬ /50
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― ― 一 一― 母屋 120X120(彰)(支給Fa)

0   小屋東 120X120(杉 )(支綸品)

小屋伏図 S:1/80

導

木材 (市支給常)―貰 本 数

構 1等 杉 KD 120半 120 い4師

柱 :1等 杉 KD 120*120 いal"「

土台 :1等  検 KD 120;120 い41肺

大引 il簿  絵 KD 105ネ iOS L=40m

梁 !1等  杉 KD 120オ 100 L・ 51Ⅲ■

梁 :1等 杉 KD 120*300 LJ 01

梁 コ等 杉 KD 120ホ 270 い501

梁 :1幸  杉 KD 120■ 270 Lユ lれ

楽 :1等 杉 KD 12い 240 L・ 5師

素 コ等 杉 KD l辺04240 L41Ⅲ l

梁 iI等  杉 KD 120■.240 Lia蒟

棗 :1等  杉 KD 120本 180 L詔 的

梁 :1等  杉 KD 120*120 LJ l)|

梁 コ等 杉 KD 120*120 と=30m

ま ぐき コ孝 杉 KD 45尊 120 L=30m

窓台 :1等  杉 KD 45■120 L=aィ 的

母屋 :'等  杉 KD 120*120 L=40m

母屋 :1等 杉 KD 120ホ 120 い30m

小屋束 】,等 杉 KD 1 211半 120 い30m

火打楽 :1等  杉 KD コO*00 い10m

火打■台 :1孝 杉 KD O0490 卜 10m

筋建 :1等  杉 Kじ  4S率 00 いal肺

根太 :45H5 1等 杉 KD L=60m

間柱 31ド 120 1等  杉 KD じ30m

床 :フ ローリング 1等  移KD 16xiO( い18m

４

“

８

■

２

24

240

―
根太45X450300(杉〕 (真給品)

====大 B105x IOS(絵)(支給品)

=三三三土台 1?OX 120(桧)(支給品,

====火打■台OO Xつ 0(杉)(支綸品)

園中の数字は梁せいを示す

特記無き梁の幅は120と する

× 下階構

====火 打楽eO x 90(杉 )(支給品)

床伏図 S:1/80 梁 伏 図 S¬ /80

特記事項

耐力壁の取り付く柱の■合又は横架材に対する接合方法は

H12建設省告示第

“

GO号の表による。

支給品以外のホ材は本工事とする。

木材の支給常はKDモルダ‐にて支給、寸法は仕上げ寸法

とし、加工はホエことする。

受け産し時期は工事着工時とする。

// 尺 ／
。Ｐ

寝

一　

∞

＼

//
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＼ ／
。Ｐ

＼

g

g

＼

９
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専 4杉
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室 L

“

L L

“

祠 ア

J L

梁継手・仕口用

梁継手・仕口用

¬ ア

J L

1階桂層_率伏 図

※建物外周部全面 構造用合板ァ9B長 り

頭

塑

※三角の大きい方が柱の頭に取り付く

※耐力壁の取り付く柱の上台又は横架材に対する接合方法は

H12531 建設省告示第1460号

木造の継手及び仕回の構造方法を定める件による

桂合部凡例 *牲合部凡例はユーザ設定されたものです。
謂 丹 仕 様 N 倍 墓

ていう 短ほぞ差 し、かすがい打ち 0 00

(ろ う N 長ほど≠ し込み栓打ち 0_70

(ろ ) I 1車型 牟 物 0 65 0 70

(1土 ) V V字型金物 1 00 1 00

(1土Ⅲ T T字型命物 1 00

(1こ う P 羽子板ドルト 1 40 1.40

てにう I 節冊今物 1_40

(ほ ) Ps 羽子ホF十、・ルト■スウ呵ュ峙 T50 1 60 1.60

てI孟 Ⅲ Is 婦 冊金物+スウリュー金T50 1 60

`へ

Ⅲ , 10KNF日 弓I去寄世牟物 1 80 1 80

(と ) 3 15KN用 引き寄せ金物 2 80 2_80

rム ぅ 4 20KN用 弓Iキ寄せ傘物 8 70 3_70

(り ) 5 25KN用 引き寄せ金物 4 70 4.70

(ぬう 32 15KN用 弓Iき寄せ金物 ×2 5 60 5 60

r′、ゎ Jl R藝掛 1+懐 芳 i´ (1±大入れ蟻桂卜け+羽平板ホ・ルト_短冊金物 1 90

(7与
ユう 」2 Π裏掛け蟻若 しくは大入れ虫義掛け+羽子板ホ・ルト、短冊金物 X2 3_00

※ 言耐 カホキ岡令物45(カ ネシン)同等品

舗かいの不軍類に応 した筋かいの端部の機合部の仕様

舗 か いの種 類 拷合部の仕様 (構造方法 )

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通 し、三角座金を介 してナ ット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8太平打ム

筋かい :15× 90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対 してN651

5六平打ち

ハ 筋かい:30X90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボル トΦ12

及びCN65i 3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

ホ苦袈ホオに対 l´ てCN65 4本平打ちぃ筋かいプレー トBP同等品

筋かい :45× 90 鋼板添え板t=23m前を筋かいに対してボル ト012

及びスクリュー釘Φ45L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘04.5L50,5本平打ち。

筋かいプレー トBP-2同 等品

末 鮪 か い :00x00 料又は構築材 にボル トΦ12mmを 用 いて一面剪断接合

凡 例

記 号 壁の構造 (1)
肇の構浩 (2)

筋かいの構造 倍率

Wl   ∠l 木材 45× 90以上 シングル  1 200 2 00

W2 2Ξ〃二″ 大壁 構造用合板  1 250 2 50

W3   
“

大壁 構造用合板  1 250 木材 45× 90以上 シングル 2 00 4 50

胴差と通 し柱の接合部の仕様

胴学 μ itt i´ 持 の 条件 1士 口

通し柱の片側に胴差が来る場合 胴差を柱にかたぎ大入れ短ほぞ差 し

の上、羽子板ボル ト、かね折 り金物又

l土同等以上の仕口

T2 通し柱の両側に胴差が来る場合 胴差を柱にかたぎ大入れ短ほぞ差 し

の上、短冊金物又は、同等以上の仕口

でH同 ≠相百井緊結

T3 通し柱と胴差の接合部の近くに90X90以上の

筋かいが来る場合(通 し柱が建物の出隅にある

か、筋かい麟が外肇と直交して桂する場合)

胴差を通し柱に、15KN用 引き寄せ金物

を水平に用いて緊結     ‐
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長をとること。

　　　　○中央監視盤による遠方操作

Ⅲ．工事概要

別記による。

○直流２線式１００Ｖ

分岐　　単相２線式　●１０５Ｖ　●２１０Ｖ　　　○直流２線式１００Ｖ

受電方式

構内引込柱

区分開閉器

ケーブル余長

仕様詳細

電気方式

形式

主遮断装置

変圧器

監視制御

●

●

●

電気方式

施工方法

電気方式

施工方法

監視制御

電気方式

施工方法

幹線設備

動力設備

電灯コンセント設備

負担金

キュービクル仕様

盤仕様

ケーブルはマンホール・ハンドホール内又はキュービクル内で余

○ＣＢ形（○盤取付形 ○引出形）  定格遮断電流　○８ＫＡ　○１２.５ＫＡ

工　事　名　称

工　事　場　所

Ｉ．設計概要

●を付けたものを適用する。（ただし●のないものは※を適用する。）

1 本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、

「建設工事に係を資材の再資源化等に関する法律」（建設リサイクル法）を遵守し、

分別解体及び再資源化等を実施すること。また、着工前の同法第１１条の「通知」

は請負人が提出すること。
2 「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正

処理推進要綱を遵守し、一定規模以上の工事においては、再生資源利用「促進」計画

書及び同実施書を作成し速やかに報告のこと。
3 請負人は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法１２条の３に

よるマニフェストシステムにより的確に実施すること。

産業廃棄物の処理

作成・登録

工事施工途中において、適宜中間技術検査を実施する。技術検査

現場代理人

特記

○防振装置取付

工事カルテの

工　事　種　目

備　　考

Ⅱ．一般事項

○

（　）

（　）

（　）

（　）○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

自家発電設備

蓄電池設備

中央監視設備

幹線設備

電灯コンセント設備

放送設備

インターホン設備

テレビ共視聴設備

電話設備

ＩＴＶ設備

トイレ呼出表示設備

防災設備

風力発電設備

仮設工事

電話機器設備

太陽光発電設備

構内配電線路

構内通信線路

●

（　）

別途工事

電気錠設備

工　事　種　目 本工事

○

○○ （　）

○ （　）

施工基準

動力設備

構内情報通信網設備

○

○

（　）

（　）

本工事は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(電気設

順位は，１．現場説明書　２．本特記仕様書　３．図面　４．標準仕様書とする。

本工事に使用する諸材料は，メーカーリストによるものとし，見本品，又は機器承

諾図を提出し，監督職員の承諾を受けた後，正式に発注，製作に着手する。

部にわたる検査を行い，それに合格した後現場へ搬入する。

施工にあたっては，本工事に関わる関係官公庁に関する一切の申請・協議書類作成

工事を完成するために，密接に関連する別途工事については，施工者は別途工事の

施工に協力すると共に，円滑な工事進捗が行われるよう調整する。

工事写真は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方（改訂版）建

築設備編を参考とし、各行程の都度提出すること。

設計図書に明記なくとも機能上・構造上当然必要と認められる軽微なものは，監督

職員との協議の上，本工事請負金の内で施工すること。

工事完成に際しては，予め施工者が検査を行った後，監督職員に報告し，所轄官公

署の検査を受け，合格した後に完成検査を受ける。

引渡しに際しては，官公署その他許可書，検査証，及び完成図，機器完成図，試験

成績書を各３部，及び各種名札付キー等を添えて引渡しを行う。

工事用，試験用の電力，上水，燃料等諸費用は本工事に含む。

施工者は設計図書に適合する工事目的物を完成させるために，施工管理体制を確立

し，品質，工程，安全等の施工管理を行う。

・本工事従事者のための，建設業退職金共済制度に加入し，これを証明する資料を

　提出するものとする。

並びに手続を遅滞なく行う。又，それに必要な費用はすべて請負者の負担とする。

使用諸製作品の完成に際しては，性能試験は勿論のこと，形状・色彩についても細

諸手続

施工図面

使用材料

製作品検査

別途工事への

協力と調整

工事写真

軽微な変更

完成引渡

仮設電力料金等

施工管理責任

その他

請負人は契約図書（施工基準にしめす）の内容の工事を完成するために施工計画を

立て、実施するにあたり、工程管理、品質管理、出来高管理、安全管理などを責任

をもって行うこと。

設計図書は工事の大要を示すものであり、現場着手前に施工図等を提出し、監督職

員の承諾を受けること。尚、設計図書に明記なき事項で技術上、保安上、当然必要

と認められるもの並びに現場の納まり上必要な軽微な変更は、監督職員と協議の上

施工する。この場合、原則として工事費の増減は行わない。

発生材の処理 請負人は産業廃棄物の処理及び清掃に関する法律に準じ適確に実施することとし、

監督職員に報告すること。

施工管理責任

●

●

●

分岐　　●三相３線式２１０Ｖ　　○三相３線式４４０Ｖ

●金属管配線　　○ＰＦ管配管　　○ケーブル配線　　○ケーブルラック配線

●GP管配線　　○

監視　　○警報盤による代表監視　　○中央監視盤による監視

制御　　●現場盤による手元操作　　○押ボタンによる手元操作

機械警備保障設備

○

○

○ （　）

照明器具 ●姿図及び凡例による。

●管球は省エネルギータイプとする。（ただし非常照明，誘導灯は除く．)

非常照明の形式 〇電源内蔵形　　○電源別置形

〇フロアコンセント

○

○

○

○

○油入　　○乾式

○ＰＦ－Ｓ形　限流ヒューズ（Ｇ形）　[ ○開閉器との組合せ形とする]

高圧　○三相３線式６.６ＫＶ

●

●

時計表示設備

低圧受電設備

・部分払いを受ける場合には，所定の期間から火災保険に加入し，保険証書を提示

　するものとする。

　も運営に差し障りの出ないよう、十分な配慮をすること。

・本工事着手前には、既存施設に対する十分な調査を行い、工事期間中であって

・当該工事において、既設配管・既設埋設配管があった場合は、監督職員の指示に

　より迂回等の工事を行い、軽微なものは本工事内とする。また、撤去工事は、特

　に既設配線の行先を調査確認の上、安全に処理する。

・既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴は、原則としてダイヤモンドカ

　ッターによる。尚、復旧はモルタル補修とする。

・グリーン購入法に基づき環境負荷の低減に努めること。

請負人は、工事請負代金500万円以上の工事について、工事実績情報サービス(CORINS)入力

システムに基づき、「工事カルテ」を作成し監督員の確認を受けた後、財団法人日本情報総合

センター(JACIC)に登録するとともに、センター発行の「工事カルテ受領書」の写しを監督員に

（１）受注時登録データの提出期限は、契約締結後１０日(土、日、祝日、年末年始を除く)以内とする。

（３）なお、施工中に受注時登録データの内容に変更があった場合は、変更があった

　　　日から１０日以内に変更データを提出しなければならない。(2,500万円未満は不要)

　　　(2,500万円未満は不要)

（２）完了時登録データの提出期限は、工事完成後１０日(土、日、祝日、年末年始を除く)以内とする。

請負人は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監督職員に

施工計画書を提出して承諾を受けること。

電子納品 竣工時、工事の概要および機器台帳を所定の様式により電子媒体で提出すること。

工事写真

完成時の提出図書

施工上の留意事項等 １．電線管について、図示ない限り屋内露出配管はねじなし電線管(Ｅ管)、

　　電線管(ＣＰ管)、屋外埋設配管は波付硬質ポリエチレン管(ＦＥＰ管)を使用

　　屋内いんぺい配管は合成樹脂製可とう電線管(ＰＦ管)、屋外露出配管は薄鋼

　　する。

２．図示ない限り配線器具プレートは新金属製またはステンレス製とする。

３．スイッチで多数ある場合には監督職員と協議し、ネームスイッチを使用する。

４．建物ＥＸＰＪ部分及び機器接続箇所に使用する可とう電線管は、ビニル被覆

　　付きとする。

５．照明器具はLED　　器具及び公共施設用照明器具とする。

６．将来用予備空配管には、ビニル被覆鉄線(１.６mm)を入線し、名札を取付ける。

７．プルボックスは工場製作品を使用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＥＰＳ、共同溝内の塗装　要・否)

８．図示ない限り露出配管は、全て塗装する。(機械室、電気室内の塗装　要・否)

９．露出配管を行う場合は、施工前に素地ごしらえ（エッチングプライマー等）と

　　下塗りを行い、配管施工後に仕上塗装を行う。

10．機器据付・設置については、「建築設備耐震設計・施工指針」に準ずる。

特記事項 １．照度測定を行うこと。

　　処理許可業者で適切に処分すること。

　　また、水銀を含む蛍光灯及び水銀灯は水銀を流出させないように産業廃棄物

２．照明器具等の撤去にあたり、ＰＣＢの有無を確認し監督職員に報告すること。

（１）

（２）

低圧受電設備

●

●

●

●

●

●

○要　　●不要

●架空－地中　　〇架空－架空　　○地中出向

●あり　　○なし

●あり　　○なし　　○一般形　　○耐塩形

低圧　○三相３線式２１０Ｖ　○三相３線式４４０Ｖ　●単相３線式２１０Ｖ/１０５Ｖ

○屋内形　　●屋外形

○開放形　　○キュービクル形　　○閉鎖形　　●引込開閉器盤

●

● 監視　　○警報盤による代表監視　　○中央監視盤による監視

制御　　●現場盤による手動操作　　○中央監視盤による遠方操作

●

●

● 〇三相３線式２１０Ｖ　　○三相３線式４４０Ｖ

●単相３線式２１０Ｖ/１０５Ｖ

●金属管配線　　●ケーブル配線　　○バスダクト　　○ケーブルラック配線

○ （　）

●FEP管配線　　○

●国交省仕様

○金属管・金属線ピ配線　●ＰＦ管配管　●ケーブル配線　○ケーブルラック配線

〇

〇フラット仕上げ

○アップ形又は回転形　　〇内部固定形　　○外部固定形　○上下可動形

提出しなければならない。提出の期限は、以下のとおりとする。

区　分

着工前

工事中

竣工写真

定期提出

完成時

・サービス版

・サービス版

・サービス版　　※キャビネ版

・サービス版　　※キャビネ版

・サービス版

・サービス版

・　　・ 9　・ 30

・　　・ 9　・ 12

・ 3　・ 6　・ 9

・　　・ 5　・ 7

・　・ 10　・ 30 主として内観

主として外観

工事月報用

完了届提出用

必要に応じ撮影する

状況によりつなぎ写真

提出部数

3

2

2

2

3

2

備　　　考撮影箇所分類・規格

 竣工写真については、銀版写真の場合はネガ、デジタル写真の場合はファイル形式を

※完成図　　　　　　提出部数　※各2部　・　　部（A3版第二原図及び電子媒体（CD-R））

※施工計画書　　　　提出部数　※1部　　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※1部　　・　　部

※保全に関する資料　提出部数　※2部　　・　　部

工事監理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタル写真とする

とする。

場合、使用するデジタルカメラの総画素数は200万画素以上、記録画素数は640×480画素以上

ＪＰＥＧとし、ＤＶＤ-Ｒにて提出すること。

備工事編)(最新版)、公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新版)、公

共建築工事標準図(電気設備工事編)(最新版)及び、本仕様書、電気事業法、電気設

備技術基準、日本電気協会「内線規程」、消防法、建築基準法、その他関係法令、

工する。

添付図面、工事請負契約書並びに監督職員の指示に従い、関係官庁の規定により施

　　　Ⅵ．メーカーリスト

●

●

●

製　　　　　作　　　　　所

●

●

●

●

三菱電機　　　　日立製作所　　　東芝　　　　　　富士電機

●

同上付属品

合成樹脂線ぴ

同上付属品

金属線ぴ

配線遮断器

配線器具

照明器具

金属管

同上付属品

同上付属品

同上付属品

同上付属品

合成樹脂管

ＪＩＳ規格品

合成樹脂可とう管

波付硬質管

電線

ケーブル

●

●

●

●

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

三菱電機照明　　エヌイーシーライティング　　遠藤照明

小糸工業（街路灯・航空障害灯のみ）　　マックスレイ

松下電工　　東芝ライテック　　神保電器　　寺田電機製作所

日動電工　　　　南電機　　　　　八州電工　　　　　積水化学工業

ニチア　　　　　摂陽工業　　　　ネグロス電工　　　田中産業プルボックス

品　　　　　名

小泉産業　　　　ヤマギワ（インテリア照明のみ）　岩崎電気

ＪＩＳ規格品又はＪＣＳ規格品

ＪＩＳ規格品又はＪＣＳ規格品

○

　場合には、所定の様式により承諾を得て使用のこと。

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する

パナソニック　　日立ＥＧライティング　東芝ライテック

パナソニック　　ネグロス電工　　東芝ライテック　外山電気　　　

パナソニック　　寺崎電気産業

パナソニック　　未来工業　　　　日動電工　　

●

●

○

●

Ⅳ．共通適用項目

耐震施工

　 交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修)により行う。

1）設備機器の固定は、すべて「建築設備耐震設計・施工指針(2014年版)」(国土

　 なお設計用水平地震力は、次に示す設計用水平震度

　 (下表中、固定の機器/防振支持の機器/水槽類)に、機器の重量を乗じたものと

　 する。また設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2 とし、水平地震力と

　 同時に働くものとする。-

　・ 特定の施設 

設置場所 重要機器 重要以外

 上層階、屋上及び塔屋

　・ 一般の施設

 地階及び1階床

 中間階床

 1.0/1.0/1.5

 1/5/1.5/1.5

 2.0/2.0/2.0

 0.6/1.0/1.0

 1.0/1.5/1.0

 1.5/2.0/1.5

設置場所 重要機器 重要以外

 地階及び1階床  0.6/1.0/1.0

 1.0/1.5/1.0

 0.4/0.6/0.6

 0.6/1.0/0.6

 1.0/1.5/1.0 1.5/2.0/1.5

 中間階床

上層階、屋上及び塔屋

重要機器類は次のものを示す。-

・ 配電盤_　　　　・ 自家発電装置　_ 　 ・ 交流無停電電源装置

・ 直流電源装置   ・ 交換機___　　　　　・ 火災報知受信機

・ 中央監視装置_  ・ その他(　　　　　　　　　　　　　　)

上層3階とする

（注）上層階の定義は次による。

2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は

2）100kg以下の軽量な機器においても耐震を考慮し、据付け又は取付けを行うもの

　 とする。

○

○

○

○

（　）

（　）

（　）

（　）

　の確認を受けなければならない。
ハ　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

ニ　現場代理人と主任技術者または監理技術者を兼ねることができる。 
ホ　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

　１．請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は

については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への

　２．工事請負契約書（以下「契約書」という）第28条第1項の規定に基づく完了した旨の報告を

期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者

イ　「長浜市現場代理人の常駐に関する運用基準」（H28.7.1）に従い、現場代理人を決定し

ロ　現場代理人は、監督員に請負人との直接的な雇用関係の確認出来るもの（健康保険証の写し等）

　に添付しなければならない。また、変更が生じた場合は速やかに

届け出ること。

を「現場代理人等届」

「現場代理人等変更届」を提出し同様 

仮設工事等が開始されるまでの期間）

専任を要しない。

　受け、完了確認した翌日から契約

の工事現場への専任を要しない。 　　　                         

○

○

滋賀県長浜市木之本町木之本地先

消防団第26分団拠点施設整備工事

○

●

○

○

○

○

（３）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

●

●

●

●

●

●

●

●

挿入する。（行く先表示を付ける。）

・防水層のあるスラブは埋込配管を避けるのを原則とする。

電線

呼び線

フラッシュプレート

の材質

フロアプレート

寸法

最上階等の埋込配管

塗装

その他

特記なき電線・ケーブルについては、環境対策型を使用のこと。

盤その他機器類について図示した寸法は参考とする。

長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１.６ｍｍ以上のビニール被覆鉄線を

　こと。

　する。

　保護カバーを取付ける。

・露出配管はエッチングプライマー下地処理後､調合ペイント２回塗りとする。

・照明器具で蛍光灯２０Ｗ×２灯用以上の器具は建築構造材より直接支持する

・配線器具は埋込連用大角型として スイッチ２個以上はネームカード付と

・制御盤、分電盤等で前面板裏側に充電部分が露出する場合は，感電防止用

○樹脂製（○ＢＬ型　　○洋風モダン　　○コスモ　参考：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）

●金属製（●新金属　　○ステンレス）

○砲金製　　●アルミ製

● 合成樹脂製可とう電線管 合成樹脂製可とう電線管は自己消火性を有する一重形管(ＰＦ管)を使用すること。

・各分電盤より二重天井内へ予備配管ＰＦ２８×２を設ける。

・ノズルプレート、カバープレート、プルボックス等には用途表示する。

● ・接地極は下記を標準とする。

種類 接地極

・Ｅ　,Ｅ 銅板（９００×９００×１．５ｔ）Ａ　　Ｃ

・ＥＢ

・ＥＤ

・Ｅ

・避雷設備

銅棒（１４φ×１５００L×２本）

銅板（５００×５００×１．５ｔ）

銅棒（１４φ×１５００L×３本）

銅棒（１４φ×１５００L×３本）

銅板（９００×９００×１．５ｔ）

銅棒（１４φ×１５００L×２本）

注）接地抵抗値は、基準以下にすること。

Ｄ（ＥＬＢ）

接地極

・ＢＬ規格のあるものについては規格品を使用すること。

・電動機接続箇所には金属可とう電線管（ビニル被覆付き）を使用すること。

　　アスファルト舗装面：埋設ピン（鉄製）

　　裸　　地　　面　　：埋設標示杭（鉄製）

● ＢＬ規格品

・本工事に使用する電線・ケーブル類は環境配慮型を使用する。

・地中埋設ルートには、要所に地中埋設標を設ける。

　重ね２回巻きとする。

・地中配管で鋼管を使用する場合は、ネジ切り配管及び防食テープ１／２

・規定による接地工事は、設計図書に明記なき場合でも完全に施工する。

・屋外に使用するプルボックスは、ステンレス製とする。

　専用の支持具などにより吊りボルトなどに固定するものとする。

・ケーブル配線方法について特記なき限り、天井ふところ内隠ぺい配線とし、

○
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身障用器具

○

※

汚水と雑排水　屋内　※分流式　○合流式（○集合管　　　　　　　）

　　　　　　　屋外　※合流式　○分流式

○

（２）熱源機○真空温水機 ○鋼板ボイラ ○セクショナルボイラ

　　　○煙管ボイラ　○貫流ボイラ

　　　○空調熱源と兼用（○空調工事　○給湯工事）

　　　○モルタルライニング　○ＦＲＰライニング　

受水槽および圧力水槽　○

　く体（※本工事　○別途建築工事）

器具取付高さ

大便器

小便器

凍結防止

陶器の色

Ａ．衛生設備工事

Ⅲ． 工事概要

衛生器具設備

給水設備

水源の種別

給水方式

引込（既設）再利用

排水方式

放流先

排水槽

排水設備

給湯設備

給湯方式

汚水槽底勾配は、１／１５～１／１０以上であることを確認のこと。

中央式（１）燃料　○都市ガス ○ＬＰＧ ○灯油 ○特Ａ重油 ○Ａ重油

（５）煙道　※鋼板　○ステンレス鋼板

（４）貯油槽○タンク室型　○スラブ型　※遠隔指示油量計

（３）貯湯槽※ＳＵＳ４４４○クラッド鋼板 ○エポキシライニング

○

○ 洗浄タンク　（○標準型　○センサー感知型　○　　　　　　　　）

※

※

※

※

※

フラッシュ弁（※バキュームブレーカー付　○節水型　　　　）

洗浄タンク　（※防露型　○密結型　○分離型　○　　　　　　　）

カラー　○白色

●

●

●

●

●

●

●

●

○

○エアハンドリングユニット　○ファンコイルユニット

○膨張　○蒸気（○低圧　○高圧）　○油　○熱源水　○

防振装置

空調器ドレントラップ

配管設備

配管の種類

〇 なし　〇あり（図示による。）

不要　●要（図示による。）

じ、ただちに修理または良品と取替えること。

用料金は本工事に含む。

上、その指示にしたがい施工のこと。

るにあたり、工程管理、品質管理、出来高管理、安全管理などを責任をもって行うこと。

を受ける場合は、必要な箇所に計量器を設け、しゅん工引渡し時に建築主立合のもとに計量器・

を読みとり精算措置をとるものとする。また受電後、引渡しまでの電気基本料金および電気使・

工事保証

仮設電力料金等

施工者は、工事完成後でも工事の不完全納入品の欠陥に起因する故障は、１年間保証の責に任・

工事用、試験用の電力、上水、燃料等諸費用は本工事に含む。建築主に帰属する設備より供給・

本設計図書は工事の大要をしめすものであるから、詳細・位置などについては監督員と打合せの

請負人は契約図書（施工基準にしめす）の内容の工事を完成するために施工計画を立て実施す・

現場の納まり

施工管理責任

Ｉ．設計概要

工　事　名　称

工　事　場　所

後、正式に発注、製作に着手する。

したがい、本工事請負金の内で施工すること。

製作品検査

完成引渡

手続きを遅滞なく行う。また、それに必要な費用はすべて請負人の負担とする。
施工にあたっては、本工事にかかわる関係官公庁に関する一切の申請・協議書類作成ならびに・

本工事に使用する諸材料ならびに製作品は、諸取締規則ならびにＪＩＳ規格のあるものは各々・

それに合格した品質優良な新品とし、見本品、または製作詳細図を提出し監督員の承認を受けた

使用諸製作品の完成に際しては、性能試験はもちろんのこと、形状・色彩についても細部にわ・

諸手続

施工図面

使用機材

　　　協力と調整

工事写真

別途工事への

軽微な変更

機械設備工事　特記仕様書
●を付けたものを適用する。　（ただし●のないものは※を適用する。）

水道加入金

特記

○

けること。尚、設計図書に明記なき事項で技術上、保安上、当然必要と認められるもの並びに現

の増減は行わない。

標準仕様書による。　●指定あり（建築展開図による。）

品番は、便宜上ＴＯＴＯの品番を使用する。

※

工　事　種　目

Ａ．衛生設備工事 備　　　　　考

Ｂ．空気調和設備工事

（　）

（　）

備　　　　　考

（　）

衛生器具設備工事

給水設備工事

排水設備工事

給湯設備工事

熱源機器設備工事

配管設備工事

ダクト設備工事

換気設備工事

排煙設備工事

自動制御設備工事

（　）

●

●

●

●

○

○

○

○

（１）
（２）

（３）

床暖房設備工事

○

○

（　）

（　）

Ⅱ ．一般事項

施工基準

設計図書は工事の大要を示すものであり、現場着手前に施工図等を提出し、監督職員の承諾を受

場の納まり上必要な軽微な変更は、監督職員と協議の上施工する。この場合、原則として工事費

受け、合格した後に監督職員の完成検査を受ける。

たる自主検査をおこない、それに合格した後現場へ搬入する。監督職員の指示のある場合は立会

設計図書に明記なくとも機能上・構造上当然必要と認められる軽微なものは、監督職員の指示に

工事完成に際しては、あらかじめ請負人が検査を行った後監督職員に報告し所轄官公署の検査を

引渡しに際しては、官公署その他許可書、検査証、およびしゅん工図（サイズ、部数は監督職員

より指示する）試運転データ、各種名札付キーをそえて引渡しを行う。

各種機械にはその製作者、製作月日、機器番号などの標示を監督職員指示の箇所に附し、別にそ

の機器の使用方法、注意事項などの説明書を取揃え、提出する。

〇 ●

汚水　●公共下水道　○し尿浄化槽（○側溝 ○河川 ○水路 ○　　　）

雑排水●公共下水道　○し尿浄化槽（○側溝 ○河川 ○水路 ○　　　）

　　　○電気　○

●

※ＦＲＰ製（床置型）　○

● （４） 公共水道直結　○受水槽および高架水槽　○受水槽およびＶＷＶポンプ●

● ● 局所式　（○都市ガス ●ＬＰＧ ○電気 ○瞬間式 ○貯湯式）湯沸器

● 暖房機器

● （１） 空調機器設備工事

空調機器設備

● （２）

（３）

滋賀県長浜市木之本町木之本地先

優先順位は、１．現場説明書　２．本特記仕様書　３．図面　４．標準仕様書とする。

本工事は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設

備工事編)(最新版)、公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(最新版)、公

共建築工事標準図(機械設備工事編)(最新版)及び、本仕様書、消防法、建築基準法、

その他関係法令、添付図面、工事請負契約書並びに監督職員の指示に従い、関係

官庁の規定により施工する。

するとともに、円滑な工事進捗が行われるよう調整する。

工事を完成するために、密接に関係する別途工事については、請負人は別途工事の施工に協力・

検査を行う。

工事写真は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の工事写真の撮り方（改訂版）建築設備編を

参考とし、各行程の都度提出すること。

工事施工途中において、適宜中間技術検査を実施する。技術検査

施工調査

よう配慮すること。

調査項目　　●既存給水管状況及び、下水放流接続管管底

本工事着手前には、既存施設に対する十分な調査を行い、工事期間であっても運営に支障なき

建設発生土の処理 ●建築特記仕様による。

根切り深さ

　切りし、山砂の類をやりかたにならい敷き込み、管をなじみ良く布設する。

●上水・中水・散水配管の土被り埋設深さは、６００mm以上とし、管の下端端より１００mm根

請負人は産業廃棄物の処理及び清掃に関する法律に準じ適確に実施することとし、監督職員に

報告すること。

・本工事従事者のための，建設業退職金共済制度に加入し，これを証明する資料を提出するもの

とする。

発生材の処理

その他

　る。

　りの出ないよう、十分な配慮をすること。

　工事を行い、軽微なものは本工事内とする。また、撤去工事は、特に既設配線の行先を調査

　確認の上、安全に処理する。

　尚、復旧はモルタル補修とする。

・グリーン購入法に基づき環境負荷の低減に努めること。

・当該工事において、既設配管・既設埋設配管があった場合は、監督職員の指示により迂回等の

・本工事着手前には、既存施設に対する十分な調査を行い、工事期間中であっても運営に差し障

・部分払いを受ける場合には，所定の期間から火災保険に加入し，保険証書を提示するものとす

・既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴は、原則としてダイヤモンドカッターによる。

埋め戻し・盛り土 ●配管は山砂の類

工事カルテの

作成・登録

請負人は、工事請負代金500万円以上の工事について、工事実績情報サービス(CORINS)入力

システムに基づき、「工事カルテ」を作成し監督員の確認を受けた後、財団法人日本情報総合

センター(JACIC)に登録するとともに、センター発行の「工事カルテ受領書」の写しを監督員に

提出しなければならない。提出の期限は、以下のとおりとする。

　　　(2,500万円未満は不要)

（３）なお、施工中に受注時登録データの内容に変更があった場合は、変更があった

　　　日から１０日以内に変更データを提出しなければならない。(2,500万円未満は不要)

（１）受注時登録データの提出期限は、契約締結後１０日(土、日、祝日、年末年始を除く)以内とする。

（２）完了時登録データの提出期限は、工事完成後１０日(土、日、祝日、年末年始を除く)以内とする。

産業廃棄物の処理

書を提出して承諾を受けること。

1　本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に

係を資材の再資源化等に関する法律」（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化

等を実施すること。また、着工前の同法第１１条の「通知」は請負人が提出すること。

2　「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要

綱を遵守し、一定規模以上の工事においては、再生資源利用「促進」計画書及び同実施書を作

成し速やかに報告のこと。

3　請負人は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法１２条の３によるマニフ

ェストシステムにより的確に実施すること。

請負人は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監督職員に施工計画

現場代理人

電子納品 竣工時、工事の概要および機器台帳を所定の様式により電子媒体で提出すること。

工事写真 工事監理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタル写真とする

場合、使用するデジタルカメラの総画素数は200万画素以上、記録画素数は640×480画素以上

とする。
区　分

着工前

工事中

竣工写真

定期提出

完成時

・サービス版

・サービス版

・サービス版　　※キャビネ版

・サービス版　　※キャビネ版

・サービス版

・サービス版

・　　・ 9　・ 30

・　　・ 9　・ 12

・ 3　・ 6　・ 9

・　　・ 5　・ 7

・　・ 10　・ 30 主として内観

主として外観

工事月報用

完了届提出用

必要に応じ撮影する

状況によりつなぎ写真

提出部数

3

2

2

2

3

2

備　　　考撮影箇所分類・規格

 竣工写真については、銀版写真の場合はネガ、デジタル写真の場合はファイル形式を

ＪＰＥＧとし、ＤＶＤ-Ｒにて提出すること。

完成時の提出図書 ※完成図　　　　　　提出部数　※各2部　・　　部（A3版第二原図及び電子媒体（CD-R））

※施工計画書　　　　提出部数　※1部　　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※1部　　・　　部

※保全に関する資料　提出部数　※2部　　・　　部

施工上の留意事項等 １．給水配管の接合剤は、上水道用の接合剤とする(継手指定品を除く)。

２．地中埋設の鋼管類は防食処置を行う。また、コンクリート貫通箇所はプラスチックテープ

　　を巻きモルタル埋めする。

３．建物内埋設配管は全てスラブより吊るものとし、その要領は標準仕様書の屋内配管の支持

　　要領に準ずる。

４．空気調和設備における仕切弁については、１００Ａ以上はバタフライ弁(JIS10K)とする。

５．排水桝、汚水桝、浄化槽と硬質塩化ビニル管の接続部は砂付き加工の工場製品を使用し、

　　漏水防止を図る。

６．機械設備工事内で電気設備を含む場合には、別途電気設備工事に全て準ずる。

７．機器の据付、配管支持については、『建築設備耐震設計施工指針』を参考とする。

８．風量調整ダンパー、防排煙ダンパー類は、全て工場製作品とし、(財)日本建築センターの

　　防災認定マークを貼付されたものとする。

９．配管には空気だまりの無いように施工し、図示以外で施工必要箇所には自動空気抜き弁を

　　取付ける。

10．保温工事については、極力滋賀県保温保冷事業協同組合員等県内業者とする。

11．上水道・下水道工事および申請手続きは、長浜市指定給水装置工事店において実施すること。

フラッシュ弁（○標準型　〇センサー感知型　○　　　　　　　　）

公共水道　○井戸　○●

● 引込管口径　20ｍ／ｍ 　※量水器口径　13ｍ／ｍ　

●

●

● 竣工検査手数料含

● 既設量水器を移設し以降の給水配管を行う。

雨水　※別途建築工事　○水路に単独放流

雨水　○公共下水道　○側溝　○河川　○水路　○

● ○汚水槽　●雑排水槽(ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ)　○湧水槽　○雨水槽　○ﾌﾟﾗｽﾀｰﾄﾗｯﾌﾟ

○ＦＦ式ファンヒータ

○ルームエアコン（○ヒートポンプ　○冷房専用）

●パッケージ型空調機（●空冷 ○水冷 ●ヒートポンプ ○冷房専用）

● ○製造者標準　○スプリングユニット型　●機器表による。

● ○冷温水　○冷水　○温水　○冷却水　●ドレン　○給水　●冷媒

別途工事　○本工事　●支払い済み（13A)

消防団第26分団拠点施設整備工事

○ （　）

１）汚水・雑排水・ガ－デンパン排水

１）上水

●

○　綿布巻の上塗装２回塗り　※アルミガラスクロス

※　ステンレス鋼板　○カラー鉄板　○亜鉛鉄板の上塗装２回塗り

●

● ● ●

Ｄ

Ｒ

　　１．保温材の厚さ

配管等の種別

給排水管

給湯管

ドレン管

冷媒管

１５ ２０ ２５ ３２ ４０ ５０ ６５ ８０ １００ １２５ １５０ ２００ ２５０ ３００ ３５０

２０

２０

２５ ４０ ５０

２５ ４０ ５０

２５ ４０ ５０２０

　　１）表面仕上材（保温材のある場合）

区　　　　　　分

屋内露出

天井・シャフト内

床下ピット内

屋外露出

機械室内（メイン）

機械室内（サブ）

屋内露出

天井・シャフト内

屋外露出

機械室内（メイン）

機械室内（サブ）

　　２）表面仕上材（保温材のない場合）

コンクリート内

地中埋設

ビニル管

金属管

屋内露出

機械室内

　　３）特　　　記

仕　　　　上　　　　材

　　３．施工方法および仕上材

ｄ．冷却水管は、天井内のみ保温する。（年間運転の場合はすべて保温施工）

ｃ．消火管は、屋外露出部のみ防凍被覆（フォームポリスチレン２５ｍｍ）をほどこす。他は保温しない。

ｂ．コンクリート内の給排水管は、保温を行わない。ただし、給湯の場合は被覆管とする。

１．配管、ダクトなどの壁、床などを貫通する箇所の開口部の補修は、防火・遮音を考慮し、配管後すみやかにモル

タル、ロックウールなどにて穴埋を行い、補修を行うこと。（建築基準法第１１２条１５項）

３．建築省告示第１１０１号による耐震施工をおこなうこと。

２．建築基準法施行令第１２９条の２の２、第１項７号に該当する防火区画を貫通する管は、貫通前後１ｍを不燃材

で作るか、建設省告示第３１８３号の基準によること。

　　アスファルトルーフィング下地）

記　　　　号 名　　　　　称 記　　　　号 名　　　　　称

給水管（上水）

雑排水管・ガ-デンパン排水

汚水管

通気管

冷媒配管キット

ドレン管

水栓類（水・湯・混合）

洗浄弁

排水トラップ（床・流し）

床上掃除口

ため桝

インバート桝

送気ダクト

還気ダクト

給　　水 排　　　水 給

湯

消

火

ガ

ス

冷
温
水

却
冷

水 媒

冷 ド
レ
ン

オ
イ
ル

屋

内

屋

外

引

込

汚

水

雑

排

通

気

屋

外

名　　　　　　　称

１．配管材料

ＨＩＶＰ

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管

　　Ｖ．保温・防露・防食・塗装・消音内貼り

　　4）その他特記事項

　　Ⅳ．使用材料

　　Ⅶ．メーカーリスト

ｅ．冷媒管の屋外露出部は、給水保温仕様（グラスウール・保温厚２０ｔ）とし、外装材等は以下とする。

ｆ．各配管施工区分は建築意匠図を確認の上施工のこと。

　　Ⅷ．凡　　例

●

●

●

●

●

●

栗本鉄工所・フジモリ産業

愛知時計電機・大阪機工・金門製作所

前ざわ化成・アロン化成・積水化学・タキロン

弁類

スパイラルダクト

小口径桝

電気湯沸器

パッケージ型エアコン

換気扇

衛生器具

排水金具および鋳鉄蓋類

量水器

日本イトミック・細山熱器・三菱電機・ＴＯＴＯ・キューヘン・日本建装工業

品　　　　　名 製　　　　　作　　　　　所

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、

　所定の様式により承諾を得て使用のこと。

　　　●ステンレス鋼板　○カラー亜鉛鉄板　○化粧保温ケース（○樹脂　○ＳＵＳ）

　　２．特　　　記

ａ．保温材は、空調配管ダクトについてはグラスウール、排気筒についてはロックウールとする。

　　但し、屋外およびピット内にあっては保温防露材をフォームポリスチレンと読みかえる。

　　衛生配管はポリエチレンホーム、給湯管はロックウールとする。

※　アルミ箔の上金網締め　●アルミガラスクロス

○　綿布巻の上塗装２回塗り　※アルミガラスクロス

※　綿布巻の上塗装２回塗り　○アルミガラスクロス

※　鋼枠の上化粧ボード塗装仕上　○綿布巻の上塗装２回塗り

※　ステンレス鋼板　○カラー鉄板　○亜鉛鉄板の上塗装２回塗り（いずれも

※　綿布巻の上塗装２回塗り　○アルミガラスクロス

※　防蝕テープ巻　　

●　露出部のみＯＰ２回塗り

●　錆止めの上ＯＰ２回塗り

○　ＯＰ２回塗り

○　ＯＰ２回塗り

※　防食テープ巻　○ペトロラタム　○コールタールエナメル塗装（油管）

○　ジュートアスファルト　○防蝕テープ巻　●着色アルミガラスクロス

※　アルミ箔の上金網締め　●アルミガラスクロス

小島製作所・ダイドレ・中部工機・長谷川鋳工所・福西鋳物

※　綿布巻の上塗装２回塗り　○ビニルテープ巻

冷媒用被覆銅管

硬質塩化ビニル管

一般管 ＶＰ

ａ．特記なき事項は標準仕様書による。

日本工業規格（JIS 規格）、（社）日本バルブ工業会規格（JV規格）

被覆銅管

ビニル管

日本工業規格（JIS 規格）、日本水道協会規格（JWWA 規格）

日本工業規格（JIS 規格）、日本水道協会規格（JWWA 規格）

○

※標準仕様書による。○製造者標準仕様

東芝ライテック・日立製作所・三菱電機・パナソニック・東芝キャリア

三洋電機・ダイキン工業・日立空調・パナソニック・三菱電機・東芝キャリア

ＬＩＸＩＬ・ＴＯＴＯ

●

特　　　　　　　記 　１）内面ライニング管は、防食コア内蔵継手とする。

　３）水道用硬質塩化ビニル管の内６５Ａ、１２５Ａ、２００Ａ、２５０Ａは、

ＪＩＳ・Ｋ・６７４２の規格外品とする。

２．弁類

名　　　　　　　称

５Ｋ

１０Ｋ

耐　　圧 呼 　　径 材　　　　質 備　　　　考

５０Ａ以下

６５Ａ以上

５０Ａ以下

６５Ａ以上

　青銅製

　鋳鉄製

　青銅製

　鋳鉄製

ゲート弁

　２）配管規格は、標準仕様書参照のこと。

長浜市水道工事協同組合指定

●

●

●

●

ｂ．外気取入ダクトは保温する。排気ダクトは外壁面から１ｍまでは保温する。

●

●

　の確認を受けなければならない。
ハ　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

ニ　現場代理人と主任技術者または監理技術者を兼ねることができる。 
ホ　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

　１．請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は

については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への

　２．工事請負契約書（以下「契約書」という）第28条第1項の規定に基づく完了した旨の報告を

期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者　　                         

イ　「長浜市現場代理人の常駐に関する運用基準」（H28.7.1）に従い、現場代理人を決定し

ロ　現場代理人は、監督員に請負人との直接的な雇用関係の確認出来るもの（健康保険証の写し等）

　に添付しなければならない。また、変更が生じた場合は速やかに

届け出ること。

を「現場代理人等届」

「現場代理人等変更届」を提出し同様 

仮設工事等が開始されるまでの期間）

専任を要しない。

　受け、完了確認した翌日から契約

の工事現場への専任を要しない。 　　　                         

○

○

○

○

○ルーフファン　○

※逆火防止型　○

※遠方復帰型　○手動復帰型

８００以上のチャンバーに取付

送風機入口に取付

※機械室のみ　○全系統

換気設備

換気機器の種別

防振装置

ダクトの材質

吹出口・吸込口の材質

フード

グリスフィルター

煙感知器連動ダンパ

点検口

風量測定口

防振支持施工

ダクトの種別

●

○

●

○製造者標準　○スプリングユニット型　○機器表による。

※低速ダクト　○高速ダクト　○アングル工法（シール付）

○消音フレキダクト　●スパイラル　○ビニル管

※アルミ製(指定色焼付塗装仕上げ)　○鋼板製　○

●

○

○排気ファン ○全熱交換器 ○顕熱交換器 ●換気扇類 ●天井扇類

●鋼板 ○ステンレス鋼板 ○ビニル鋼板 ○ビニル板 ○グラスウール

●

●

○

※ステンレス製(指定色焼付塗装仕上げ)　○鋼板製　●一重　○二重

●

○

12．上水道は量水器の移設を含め本工事とし、下水道の引き込みは別途請求とする。

配管用炭素鋼鋼管（白）

（　）

○ （　）
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20 量水器ボックス（取外し品取付）
止水栓13A（新品）取付
量水器13A（支給品）取付

量水器ボックス（取外し）
止水栓13A（撤去）処分

既設引込管に接続

50

雨水側溝に接続
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換気機器表　（新設）

記号 機器名 仕様
備　考

（参考品番）
台　数

動　　力

設置場所機器ＫＷＶφ

型　式 － 低騒音形　インテリア格子タイプ

－能　力

会議・休憩室

0.04210011

付属品 －

型　式 －

－能　力

トイレ11

付属品 －

型　式 －

－能　力

消防車庫11

EF-1

EF-2

EF-3 業務用有圧換気扇

ファン

ファン

ファン

ステンレス製深形フード

風量　400CMH

風量　1210CMH

格子タイプ　電動シャッター付

0.0093100

0.04100

低騒音形　サニタリー用

風量　90CMH

天井扇

天井扇

三菱電機VD-20ZXP13-C

三菱電機　VD-10ZC13

三菱電機EFG-25KSB2-W

記号 機器名 仕様
備　考

（参考品番）
台　数

動　　力

設置場所機器ＫＷＶφ

型　式 － 壁掛型　グリーン購入法

－能　力 冷房能力　5.6KW　暖房能力6.7KW

20011

付属品 － 冷媒渡り配管　Cu6.35φ、Cu9.52φ

PAC-1 空冷ヒートポンプ
エアコン

空調機器表　（新設）

器具名称 器具品番

衛生器具表(新設）

床置床排水大便器 CS232B＃NW1

樹脂製水栓柱 1200L

1

器具付属品

散水栓 T28UNH13

備　　　　考

手洗い器 LSL870APR#NW1

キー付横水栓 T200CSNR13

同上ボックス 樹脂製

瞬間式湯沸器 EIX-250C0

シングルレバー混合水栓 TKS05311J

アングル型止水栓 TL347CU

1

1

1

1

1

1

1

1

符号 桝径 Ｈ

S-1 φ300

φ150

φ150

φ150

φ200

300

350

380

400

1800

雑排水汚水桝表（新設）

S-2

S-3

S-4

公設桝

備考

樹脂製分離桝　（バスケット付）

樹脂製インバート桝

樹脂製インバート桝　

SH232BA#NW1　TCF4713AKR＃NW1  YH500＃NW1　 T112C6＃NW1　 T110D3R x2

1φ200V 5KW　25A　壁掛型

スパイラルダクト150φ　防露保温共

ステンレス製深形フード

スパイラルダクト100φ　防露保温共

付属品 － 取付枠　ステンレス製ウエザーカバー（防虫網付）

型　式 －

－能　力

1
SAU-1 自然給気ユニット

150φ　フィルター付

壁据付 三菱電機　P-18WQU

付属品 －

本体、ダクト工事は本工事とする。 1
レンジフード

ステンレス製深形フード

付属品 － ステンレス製深形フード

スパイラルダクト150φ　防露保温共

会議・休憩室

会議・休憩室 三菱電機MSZ-GV5620S2.38 エアコン

内外連絡線

コンクリート基礎200H　防振パッド

平置き台（H500)メッキ製

流し台等 タカラ　DY-165L 吊戸棚　タカラ　W-M105　　レンジフード　VRAT-602ADL（前面パネル共） 1

衛生器具表　参照
RF-1

S-1

S-2

散水栓

水栓柱
ガ-デンパン（本工事）

50

瞬間式湯沸器

S-3

S-4

13

13

13 13

以降配置図参照

10
0

10
0

13
13

8040

EF
3

PAC
１

150φ

SAU
１

EF
１

φ150 480S-5 樹脂製インバート桝

φ150 580S-6 樹脂製インバート桝

φ150 660S-7 樹脂製インバート桝

樹脂製インバート桝

50 50

樹脂製インバート桝

段差付

段差付

段差付

段差付

段差付

段差付

底排水タイプ

1200L

ガ-デンパン 積水　　650N型　 1


